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四
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催
の
お
知
ら
せ

無聖　７７号　〈12〉

第77号

表紙写真

環境に優しい大豆油インキを
使用しています。 ホームページはこちら 宮曹青 検索

平
成
三
十
年
度
正
会
員
新
入
会
員

平
成
三
十
年
度
正
会
員
卒
業
の
方
々

平
成
三
十
年
度
正
会
員
新
入
会
員

平
成
三
十
年
度
正
会
員
卒
業
の
方
々

・
第
三
教
区

・
第
五
教
区

・
第
六
教
区

・
第
八
教
区

・
第
九
教
区

・
第
十
三
教
区

・
第
十
三
教
区

・
第
十
二
教
区

鳳
壽
寺
住
職

関
泉
寺
副
住

西
円
寺
住
職

西
昌
寺
徒
弟

養
性
寺
副
住

永
巌
寺
住
職

満
福
寺
住
職

観
音
寺
徒
弟

鈴
木

　俊
龍

田
村

　芳
規

石
龍

　英
紀

髙
橋

　大
起

平
地

　博
昭

本
多

　賢
浩

永
松

　賢
道

齋
藤

　卓
也

・
第
二
十
一
教
区

・
第
九
教
区

・
第
十
教
区

長
泉
寺
徒
弟

桃
源
院
副
住

石
雲
寺
徒
弟

眞
山

　隆
寛

奥
野

　健
也

宮
本

　祥
史

平
成
三
十
年
度
定
例
総
会
報
告

カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援

「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
」
復
興
支
援
募
金
活
動

審
議
事
項

　去
る
四
月
二
十
日（
金
）午
後
四
時
よ
り
、ホ
テ
ル
ニュ
ー
水
戸
屋
に
於
い
て

「
平
成
三
十
年
度
定
例
総
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。初
め
に
副
会
長
神
作

紹
道
師
よ
り
開
会
宣
言
、第
二
十
五
期
会
長
谷
川
俊
昭
師
よ
り
挨
拶
が
あ

【
日
時
】
平
成
三
十
年
九
月
十
日(

月)

午
後
一
時
〜
販
売

【
場
所
】
富
谷
市
成
田
一―

一―

一
﹇
富
谷
市
成
田
公
民
館
﹈

　今
年
も
会
員
皆
様
の
ご
参
加
・
物
品
提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

① 

平
成
二
十
九
年
度
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
報
告
並
び
に

　 決
算
報
告

② 

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告

③ 

平
成
二
十
九
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告

④ 

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画（
案
）

⑤ 

平
成
三
十
年
度
予
算（
案
）

事
務
局
だ
よ
り

第１回研修会の様子

 

「
そ
の
日
を
境
に
サ
バ
ト
ラ
は
毎
日
、山
門
を
潜
っ
て
通
っ
て
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
猫
も
私
も
い
わ
ば
敵
同
士
で
し
た
が
、

互
い
に
遠
く
か
ら
様
子
を
伺
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。数
日
後
に

は
す
っ
か
り
懐
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。首
輪
を
つ
け
手
紙
を
携
え
さ

せ
る
と
、何
日
か
し
て
連
絡
が
あ
り
近
所
の
農 

家
の
飼
い
猫
で

あ
る
事
が
判
明
し
ま
し
た
。そ
し
て
両
家
公
認
の
通
い
猫
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。ま
ん
ま
と
そ
の
猫
の
術
中
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た

様
な
気
が
し
ま
し
た
。
　
　続
く
」・・・・
七
十
七
号
掲
載

「
境
内
の
猫
た
ち
」

第
八
教
区 

皆
傳
寺
内

　
　
　天
野

　宏
心

題
名

り
、続
い
て
事
務
局
か
ら
定
足
数
を
満
た
す
計

百
十
四
名（
出
席
者
五
十
名
、委
任
状
六
十
四

通
）に
よ
り
今
総
会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。議
長
に
は
第
三
教
区
鈴
木
俊
龍
師
が
選
出

さ
れ
、議
長
進
行
の
も
と
次
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。終
わ
り
に
副

会
長
清
水
大
伸
師
の
閉
会
宣
言
を
以
っ
て
無
事

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
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◆「譲り伝えん　御仏の道」
　会長　長谷川俊昭
◆平成29年度　事業報告
◆平成29年度　収支決算報告
◆平成３０年度　事業計画
◆平成30年度　予算書
◆50周年企画「歴代会長を訪ねる」
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◆平成３０年度第一回研修会 報告
◆平成30年度ソフトボール大会報告
◆サンタピアップみやぎ活動報告
◆平成３０年度正会員新入会員
◆平成３０年度正会員卒業の方々
◆事務局だより

　七
月
十
九
日
、仙
台
市
内
に
て
募
金
活
動
を
行
い
、多
く
の
方
よ
り
心
温

ま
る
募
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　募
金
総
額
は
二
十
九
万
三
千
百
四
十
五
円
と
な
り
、す
べ
て
日
本
赤
十
字

社
に
お
送
り
致
し
ま
す
。

　西
日
本
の
豪
雨
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、

被
災
地
の
早
期
復
旧
復
興
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
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こ
の
度
の
大
阪
府
北
部
地
震
な
ら
び
に
平
成
三
十
年

七
月
豪
雨
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

被
害
を
受
け
た
す
べ
て
の
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
会
員
一
同
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
第
二
十
五
期
宮
曹
青
会
長
を
拝
命
し

二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
素
よ
り
会
員
各
位
の
ご
協
力
ご
加
担
、
県
内
御
寺

院
様
に
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
謹
ん
で
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
創
立
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
今
期
「
護
り
伝
え

ん
御
仏
の
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
諸
先
輩
老
師
が

仏
道
を
行
持
、
研
鑚
を
重
ね
ら
れ
た
足
跡
を
学
び
、

会
員
共
々
に
、
そ
の
み
教
え
を
護
り
伝
え
る
体
現
者
と

な
る
べ
く
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

〇
平
成
三
十
年
五
月
十
七
日

　
全
曹
青
復
興
支
援
室
分
室
行
茶
活
動
　
加
担

　
全
曹
青
復
興
支
援
室
が
亘
理
町
で
五
年
に
亘
り
続
け

ら
れ
て
い
る
活
動
で
、
今
回
は
亘
理
町
「
高
須
賀
公
会

堂
」
を
会
場
に
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
匂
い
玉
の
作
成

や
懇
談
に
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
行
茶
活
動
に
参
加

を
い
た
し
ま
し
た
。
公
営
住
宅
が
完
成
し
「
街
」
と
し

て
の
復
興
が
進
む
一
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
「
つ
な
が
り
」

が
弱
く
な
っ
て
い
る
現
実
を
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
微
力
で
あ
っ
て
も
地
域

の
方
々
を
お
つ
な
ぎ
す
る
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

大
事
に
、
と
も
に
寄
り
添
い
続
け
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

〇
平
成
三
十
年
六
月
六
日

　
平
成
三
十
年
度
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
震
災
後
初
と
な
る
仙
台
市
海
岸
公
園
野
球
場
開
催
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
、
四
十
七
団
体
三
百
十
三
名

も
の
方
々
が
参
加
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
環
境
の
整
っ
た

会
場
で
、
互
い
に
汗
を
か
き
な
が
ら
会
員
同
士
の
垣
根

を
超
え
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ご
参
加
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
平
成
三
十
年
七
月
四
日

　
平
成
三
十
年
度
　
第
一
回
研
修
会
　

「
身
心
が
整
う
坐
禅
の
実
修
」

　
　
前
曹
洞
宗
国
際
セ
ン
タ
ー
所
長
　
藤
田
一
照
老
師

　
今
期
の
研
修
は
「
参
禅
弁
道
」
を
テ
ー
マ
に
、
歴
代

祖
師
が
伝
え
ら
れ
た
「
坐
禅
」
を
根
本
に
据
え
そ
の
理

解
を
深
め
つ
つ
、
よ
り
実
践
的
な
指
導
法
の
研
鑚
を

目
指
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
前
年
の
研
修
で
は
、
講
議
と
体
を
使
い
な
が
ら
の

ワ
ー
ク
で
坐
禅
の
身
体
感
覚
に
つ
い
て
学
び
、
今
回
は

自
身
の
身
体
を
動
か
し
、
そ
の
意
識
や
働
き
を
一
つ
一

つ
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
ワ
ー
ク
で
理
論
的
か
つ

大
変
説
得
力
の
あ
る
指
導
法
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
県
内
で
は
、
今
期
の
研
修
を
き
っ
か
け
と
し
て
坐
禅
会

を
始
め
ら
れ
た
会
員
諸
師
や
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
準
備

を
進
め
る
方
々
も
お
り
、
曹
洞
禅
の
敷
衍
を
担
う
宗
侶
と

し
て
認
識
を
深
め
ら
れ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

〇
平
成
三
十
年
七
月
十
一
日

　
第
四
回
曹
洞
宗
宮
城
県
「
檀
信
徒
集
会
」
随
喜

　
宗
務
所
・
宗
務
所
護
持
会
主
催
「
檀
信
徒
集
会
」
に

随
喜
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
県
内
檀
信
徒
の
皆
様
が
宗
門
の
教
え
に
学
び
、
信
仰

を
高
め
合
い
、
檀
信
徒
と
し
て
の
誇
り
と
喜
び
を
感
じ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
更
に
は
震
災
が
残
し

た
悲
し
み
や
辛
さ
を
抱
え
た
方
々
の
心
の
復
興
を
願
い

開
催
さ
れ
た
集
会
に
宮
曹
青
と
し
て
七
十
七
名
随
喜

そ
れ
ぞ
れ
が
法
要
系
・
会
場
系
・
展
待
系
・
駐
車
場

等
々
の
配
役
を
務
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
行
持
の
知
識
、
特
に
前
期
の
東
北
地
方

集
会
「
宮
城
大
会
」
の
経
験
が
各
配
役
で
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
な
が
ら
も
、
私
た
ち
自
身
も
多
く
の
学
び
と

気
づ
き
を
頂
戴
し
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

〇
平
成
三
十
年
七
月
十
九
日

　
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
復
興
支
援
募
金
活
動

　
西
日
本
広
域
に
亘
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
豪
雨
災

害
の
復
興
支
援
と
し
て
募
金
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

大
変
多
く
の
皆
様
か
ら
温
か
い
お
気
持
ち
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
暑
い
の
に
ご
苦
労
さ
ま
」
「
頑

張
っ
て
下
さ
い
」
の
言
葉
や
飲
み
物
、
飴
を
差
し
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
ご
通
行
の
皆
さ
ん
の
想
い
に
感
謝
を
し

な
が
ら
も
、
そ
れ
は
同
時
に
豪
雨
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
へ
の
言
葉
や
想
い
で
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
「
私
た
ち
の
、
あ
の
時
（
東
日
本
大
震
災
）
の
よ

う
に
大
変
な
思
い
し
て
る
よ
ね
」
と
い
う
言
葉
が
遠
く

に
い
て
も
寄
り
添
い
た
い
と
い
う
尊
い
お
気
持
ち
の

顕
れ
で
あ
り
、
そ
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
募
金
は
全
額
、
日
本
赤
十
字
社
に
お
送
り
い
た
し
ま

し
た
。

〇
宮
曹
青
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

　
記
念
式
典
・
講
演
会

　
平
成
三
十
年
十
一
月
三
十
日
　
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ

　
十
一
月
に
迫
っ
た
記
念
式
典
・
講
演
会
・
記
念
誌
発

行
に
向
け
現
在
鋭
意
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
と
も
会
員
各
位
、
県
内
御
寺
院
様
の

益
々
の
ご
協
力
・
ご
理
解
の
ほ
ど
、
何
卒
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

会長挨拶

第25期会長　耕徳寺　住職
　長谷川 俊昭

護り伝えん 御仏の道護り伝えん 御仏の道
平成 29年度　事業報告

5日
６日
９日
11日
18日
20日
21日
29日

檀信徒集会小委員会作業部会
第24期監査会
第25期新役員会準備会
役員会① 理事会①
定例総会
婦人会総会
宗務所挨拶
発送作務①

玄光庵
道安寺
林香院
道安寺
ホテルニュー水戸屋
宗務所
宗務所
洞雲寺

会長・顧問・広報委員長参加
第２４期三役参加

会長参加
会長・清水副会長・事務局長
12名参加

（関連事業も含む）

●宮城県曹洞宗青年会

平成29年

月日 事　　　項 場　　所 備　　考

４月

1日
11日
15日
16日
16日
18日
19日
23日
28日
31日

南方仮設挨拶 
寺族会総会 
ボランティア委員会① 
研修委員会① 
檀信徒集会小委員会 
ＳＶＡ挨拶 
発送作務②（事務局・ボラ共催） 
交流事業委員会① 
広報編集委員会① 
県梅花流奉詠大会委員会 

南方仮設住宅
水戸屋
林香院
圓満寺
宗務所
シャンティ国際ボランティア会（新宿区）
洞雲寺
洞雲寺
道安寺
宗務所

会長・ボラ委員長参加  
会長  
14名参加  
18名参加  
会長・北村顧問・広報委員長  
6名参加  
15名参加  
11名参加  
9名参加  
会長  

５月

2日
5日

9日
12日
20日
22日
28日
29日

傾聴行茶活動「仏一息」
役員会② 理事会②
50周年記念事業準備委員会①
発送作務③
檀信徒集会小委員会
交流事業委員会②
ソフトボール大会
研修委員会②
広報編集委員会②

登米市南方仮設住宅集会所
洞雲寺
　〃
洞雲寺
宗務所
金剛寺
富谷市総合運動公園グラウンド
林香院
道安寺

22名参加

8名参加
会長・北村顧問・広報委員長
12名参加
303名参加
6名参加
5名参加

6月

2日
5日
7日
9日

14日
19日
20日

24日
27日
31日

サンタピアップ総会
県梅花流奉詠大会委員会
第一回研修会（講師：藤田一照老師）
広報編集委員会③
ボランティア委員会②
檀信徒集会小委員会
発送作務④
交流事業委員会③
県梅花流奉詠大会委員会
全国青少年教化協議会
研修委員会③

国分尼寺
宗務所
林香院
道安寺
松島町文化観光交流館
宗務所
洞雲寺
洞雲寺
宗務所
石巻市
圓満寺

34名参加
会長
48名参加
3名参加
14名（3教区青年会含）
6名参加
8名参加
13名参加
事務局長
3名参加
3名参加

7月

3日
8日

26日
30日
31日

ボランティア委員会③
発送作務⑤（広報編集委員合同）
法山寺幼稚園夏祭りサンタピブース設置
発送作務⑥（ボラ委員合同）
県梅花流奉詠大会委員会

洞雲寺
洞雲寺
法山寺幼稚園
洞雲寺
宗務所

6名参加
10名参加
6名参加
9名参加
神作副会長

8月

1日
6日

14日
15日
16日
24日

バザー挨拶　3教区教区長・寺族会会長
ボランティア委員会④
発送作務⑦
カンボジア教育支援チャリティバザー準備
カンボジア教育支援チャリティバザー
研修委員会④

福定寺、雲洞院
松島町文化観光交流館
洞雲寺
松島町文化観光交流館

圓満寺

会長・ボラ委員長・楡木理事
22名参加（3教区青年会含）

91名参加
72名参加
5名参加

9月

4日
5日

　6日
13日
17日

19日
23日

県梅花流奉詠大会準備
県梅花流奉詠大会
研修委員会⑤
広報編集委員会④
役員会③理事会③
50周年事業準備委員会②
檀信徒集会小委員会
発送作務⑧

仙台サンプラザ
　〃
圓満寺
道安寺
洞雲寺
　〃
宗務所
洞雲寺

17名参加
17名参加
9名参加
5名参加

5名参加
6名参加

10月

1日
10日
18日
20日

大森仮設挨拶
発送作務⑨（ボラ委員合同）
傾聴行茶活動「仏一息」
第二回研修会（講師：宇野全智老師）

石巻市大森仮設
洞雲寺
石巻市大森第4仮設集会所
林香院

会長・ボラ委員長・坂本顕一師
9名参加
11名参加
50名参加

11月

1日
7日

20日
20日

檀信徒集会小委員会
役員会④理事会④
50周年事業準備委員会③
発送作務⑩
伊達老師講演会並びに忘年会

宗務所
洞雲寺
　〃
洞雲寺
ホテルニュー水戸屋

4名参加

5名参加
40名参加

12月



無聖　77号　〈2〉〈3〉　無聖　77号

　
こ
の
度
の
大
阪
府
北
部
地
震
な
ら
び
に
平
成
三
十
年

七
月
豪
雨
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

被
害
を
受
け
た
す
べ
て
の
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
会
員
一
同
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
第
二
十
五
期
宮
曹
青
会
長
を
拝
命
し

二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
素
よ
り
会
員
各
位
の
ご
協
力
ご
加
担
、
県
内
御
寺

院
様
に
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
謹
ん
で
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
創
立
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
今
期
「
護
り
伝
え

ん
御
仏
の
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
諸
先
輩
老
師
が

仏
道
を
行
持
、
研
鑚
を
重
ね
ら
れ
た
足
跡
を
学
び
、

会
員
共
々
に
、
そ
の
み
教
え
を
護
り
伝
え
る
体
現
者
と

な
る
べ
く
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

〇
平
成
三
十
年
五
月
十
七
日

　
全
曹
青
復
興
支
援
室
分
室
行
茶
活
動
　
加
担

　
全
曹
青
復
興
支
援
室
が
亘
理
町
で
五
年
に
亘
り
続
け

ら
れ
て
い
る
活
動
で
、
今
回
は
亘
理
町
「
高
須
賀
公
会

堂
」
を
会
場
に
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
匂
い
玉
の
作
成

や
懇
談
に
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
行
茶
活
動
に
参
加

を
い
た
し
ま
し
た
。
公
営
住
宅
が
完
成
し
「
街
」
と
し

て
の
復
興
が
進
む
一
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
「
つ
な
が
り
」

が
弱
く
な
っ
て
い
る
現
実
を
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
微
力
で
あ
っ
て
も
地
域

の
方
々
を
お
つ
な
ぎ
す
る
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

大
事
に
、
と
も
に
寄
り
添
い
続
け
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

〇
平
成
三
十
年
六
月
六
日

　
平
成
三
十
年
度
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
震
災
後
初
と
な
る
仙
台
市
海
岸
公
園
野
球
場
開
催
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
、
四
十
七
団
体
三
百
十
三
名

も
の
方
々
が
参
加
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
環
境
の
整
っ
た

会
場
で
、
互
い
に
汗
を
か
き
な
が
ら
会
員
同
士
の
垣
根

を
超
え
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ご
参
加
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
平
成
三
十
年
七
月
四
日

　
平
成
三
十
年
度
　
第
一
回
研
修
会
　

「
身
心
が
整
う
坐
禅
の
実
修
」

　
　
前
曹
洞
宗
国
際
セ
ン
タ
ー
所
長
　
藤
田
一
照
老
師

　
今
期
の
研
修
は
「
参
禅
弁
道
」
を
テ
ー
マ
に
、
歴
代

祖
師
が
伝
え
ら
れ
た
「
坐
禅
」
を
根
本
に
据
え
そ
の
理

解
を
深
め
つ
つ
、
よ
り
実
践
的
な
指
導
法
の
研
鑚
を

目
指
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
前
年
の
研
修
で
は
、
講
議
と
体
を
使
い
な
が
ら
の

ワ
ー
ク
で
坐
禅
の
身
体
感
覚
に
つ
い
て
学
び
、
今
回
は

自
身
の
身
体
を
動
か
し
、
そ
の
意
識
や
働
き
を
一
つ
一

つ
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
ワ
ー
ク
で
理
論
的
か
つ

大
変
説
得
力
の
あ
る
指
導
法
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
県
内
で
は
、
今
期
の
研
修
を
き
っ
か
け
と
し
て
坐
禅
会

を
始
め
ら
れ
た
会
員
諸
師
や
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
準
備

を
進
め
る
方
々
も
お
り
、
曹
洞
禅
の
敷
衍
を
担
う
宗
侶
と

し
て
認
識
を
深
め
ら
れ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

〇
平
成
三
十
年
七
月
十
一
日

　
第
四
回
曹
洞
宗
宮
城
県
「
檀
信
徒
集
会
」
随
喜

　
宗
務
所
・
宗
務
所
護
持
会
主
催
「
檀
信
徒
集
会
」
に

随
喜
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
県
内
檀
信
徒
の
皆
様
が
宗
門
の
教
え
に
学
び
、
信
仰

を
高
め
合
い
、
檀
信
徒
と
し
て
の
誇
り
と
喜
び
を
感
じ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
更
に
は
震
災
が
残
し

た
悲
し
み
や
辛
さ
を
抱
え
た
方
々
の
心
の
復
興
を
願
い

開
催
さ
れ
た
集
会
に
宮
曹
青
と
し
て
七
十
七
名
随
喜

そ
れ
ぞ
れ
が
法
要
系
・
会
場
系
・
展
待
系
・
駐
車
場

等
々
の
配
役
を
務
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
行
持
の
知
識
、
特
に
前
期
の
東
北
地
方

集
会
「
宮
城
大
会
」
の
経
験
が
各
配
役
で
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
な
が
ら
も
、
私
た
ち
自
身
も
多
く
の
学
び
と

気
づ
き
を
頂
戴
し
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

〇
平
成
三
十
年
七
月
十
九
日

　
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
復
興
支
援
募
金
活
動

　
西
日
本
広
域
に
亘
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
豪
雨
災

害
の
復
興
支
援
と
し
て
募
金
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

大
変
多
く
の
皆
様
か
ら
温
か
い
お
気
持
ち
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
暑
い
の
に
ご
苦
労
さ
ま
」
「
頑

張
っ
て
下
さ
い
」
の
言
葉
や
飲
み
物
、
飴
を
差
し
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
ご
通
行
の
皆
さ
ん
の
想
い
に
感
謝
を
し

な
が
ら
も
、
そ
れ
は
同
時
に
豪
雨
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
へ
の
言
葉
や
想
い
で
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
「
私
た
ち
の
、
あ
の
時
（
東
日
本
大
震
災
）
の
よ

う
に
大
変
な
思
い
し
て
る
よ
ね
」
と
い
う
言
葉
が
遠
く

に
い
て
も
寄
り
添
い
た
い
と
い
う
尊
い
お
気
持
ち
の

顕
れ
で
あ
り
、
そ
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
募
金
は
全
額
、
日
本
赤
十
字
社
に
お
送
り
い
た
し
ま

し
た
。

〇
宮
曹
青
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

　
記
念
式
典
・
講
演
会

　
平
成
三
十
年
十
一
月
三
十
日
　
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ

　
十
一
月
に
迫
っ
た
記
念
式
典
・
講
演
会
・
記
念
誌
発

行
に
向
け
現
在
鋭
意
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
と
も
会
員
各
位
、
県
内
御
寺
院
様
の

益
々
の
ご
協
力
・
ご
理
解
の
ほ
ど
、
何
卒
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

会長挨拶

第25期会長　耕徳寺　住職
　長谷川 俊昭

護り伝えん 御仏の道護り伝えん 御仏の道
平成 29年度　事業報告

5日
６日
９日
11日
18日
20日
21日
29日

檀信徒集会小委員会作業部会
第24期監査会
第25期新役員会準備会
役員会① 理事会①
定例総会
婦人会総会
宗務所挨拶
発送作務①

玄光庵
道安寺
林香院
道安寺
ホテルニュー水戸屋
宗務所
宗務所
洞雲寺

会長・顧問・広報委員長参加
第２４期三役参加

会長参加
会長・清水副会長・事務局長
12名参加

（関連事業も含む）

●宮城県曹洞宗青年会

平成29年

月日 事　　　項 場　　所 備　　考

４月

1日
11日
15日
16日
16日
18日
19日
23日
28日
31日

南方仮設挨拶 
寺族会総会 
ボランティア委員会① 
研修委員会① 
檀信徒集会小委員会 
ＳＶＡ挨拶 
発送作務②（事務局・ボラ共催） 
交流事業委員会① 
広報編集委員会① 
県梅花流奉詠大会委員会 

南方仮設住宅
水戸屋
林香院
圓満寺
宗務所
シャンティ国際ボランティア会（新宿区）
洞雲寺
洞雲寺
道安寺
宗務所

会長・ボラ委員長参加  
会長  
14名参加  
18名参加  
会長・北村顧問・広報委員長  
6名参加  
15名参加  
11名参加  
9名参加  
会長  

５月

2日
5日

9日
12日
20日
22日
28日
29日

傾聴行茶活動「仏一息」
役員会② 理事会②
50周年記念事業準備委員会①
発送作務③
檀信徒集会小委員会
交流事業委員会②
ソフトボール大会
研修委員会②
広報編集委員会②

登米市南方仮設住宅集会所
洞雲寺
　〃
洞雲寺
宗務所
金剛寺
富谷市総合運動公園グラウンド
林香院
道安寺

22名参加

8名参加
会長・北村顧問・広報委員長
12名参加
303名参加
6名参加
5名参加

6月

2日
5日
7日
9日

14日
19日
20日

24日
27日
31日

サンタピアップ総会
県梅花流奉詠大会委員会
第一回研修会（講師：藤田一照老師）
広報編集委員会③
ボランティア委員会②
檀信徒集会小委員会
発送作務④
交流事業委員会③
県梅花流奉詠大会委員会
全国青少年教化協議会
研修委員会③

国分尼寺
宗務所
林香院
道安寺
松島町文化観光交流館
宗務所
洞雲寺
洞雲寺
宗務所
石巻市
圓満寺

34名参加
会長
48名参加
3名参加
14名（3教区青年会含）
6名参加
8名参加
13名参加
事務局長
3名参加
3名参加

7月

3日
8日

26日
30日
31日

ボランティア委員会③
発送作務⑤（広報編集委員合同）
法山寺幼稚園夏祭りサンタピブース設置
発送作務⑥（ボラ委員合同）
県梅花流奉詠大会委員会

洞雲寺
洞雲寺
法山寺幼稚園
洞雲寺
宗務所

6名参加
10名参加
6名参加
9名参加
神作副会長

8月

1日
6日

14日
15日
16日
24日

バザー挨拶　3教区教区長・寺族会会長
ボランティア委員会④
発送作務⑦
カンボジア教育支援チャリティバザー準備
カンボジア教育支援チャリティバザー
研修委員会④

福定寺、雲洞院
松島町文化観光交流館
洞雲寺
松島町文化観光交流館

圓満寺

会長・ボラ委員長・楡木理事
22名参加（3教区青年会含）

91名参加
72名参加
5名参加

9月

4日
5日

　6日
13日
17日

19日
23日

県梅花流奉詠大会準備
県梅花流奉詠大会
研修委員会⑤
広報編集委員会④
役員会③理事会③
50周年事業準備委員会②
檀信徒集会小委員会
発送作務⑧

仙台サンプラザ
　〃
圓満寺
道安寺
洞雲寺
　〃
宗務所
洞雲寺

17名参加
17名参加
9名参加
5名参加

5名参加
6名参加

10月

1日
10日
18日
20日

大森仮設挨拶
発送作務⑨（ボラ委員合同）
傾聴行茶活動「仏一息」
第二回研修会（講師：宇野全智老師）

石巻市大森仮設
洞雲寺
石巻市大森第4仮設集会所
林香院

会長・ボラ委員長・坂本顕一師
9名参加
11名参加
50名参加

11月

1日
7日

20日
20日

檀信徒集会小委員会
役員会④理事会④
50周年事業準備委員会③
発送作務⑩
伊達老師講演会並びに忘年会

宗務所
洞雲寺
　〃
洞雲寺
ホテルニュー水戸屋

4名参加

5名参加
40名参加

12月



無聖　77号　〈4〉〈5〉　無聖　77号

22日
29日

仙台市公共施設優先予約会議
宗務所婦人会新年会・研修会

ユアテックスタジアム
仙台サンプラザ

2名参加
会長参加

●宮城県曹洞宗青年会

●東北地区曹洞宗青年会連絡協議会（地協）

平成30年

月日 事　　　項 場　　所 備　　考

1月

1日
6日
7日

13日
13日
19日

21日
23日
27日

広報編集委員会⑤
布教委員会
慰霊行脚打ち合わせ
交流事業委員会④
発送作務⑪
会員大会　第１部　渡辺祥子氏講演会　 
会員大会　第２部　ボウリング大会
会員大会　第３部　懇親会
檀信徒集会小委員会
広報編集委員会⑥
檀信徒集会運営委員会

道安寺
宗務所
建立寺
洞雲寺
洞雲寺
ホテルグランテラス仙台国分町
ボウルサンシャイン
ホテルグランテラス仙台国分町
玄光庵
道安寺
宗務所

7名参加
会長参加
4名参加

6名参加
83名出席
92名出席
94名出席
会長・顧問参加
9名参加
6名参加

2月

3日
5日
9日

11日
12日
13日

22日
22日

26日～31日

傾聴行茶活動「仏一息」
慰霊行脚下見
広報編集委員会⑦
東日本大震災慰霊行脚
人権擁護推進委員会
役員会⑤理事会⑤
50周年事業準備委員会④
広報編集委員会⑧
発送内容⑫
カンボジアスタディツアー

石巻市大森第4仮設集会所
石巻市大川地区
道安寺
石巻市大川地区
宗務所
洞雲寺
　〃
道安寺
洞雲寺
トゥール・クラサイン小学校贈呈

10名参加
5名参加
6名参加
17名参加（宮曹青のみ人数）
会長参加

6名参加
10名参加
18名参加

3月

5月8日
8月22日

10月30日
12月21日

常任幹事会・定例幹事会  
臨時常任幹事会  
東北地方集会「青森大会」  
薪配り・傾聴ボランティア  

山形国際ホテル
皆伝寺（加美町）
凉雲院・グランドサンピア八戸
福島から岩手県岩泉町へ

16名参加
会長参加
18名参加
2名参加

2月27日 常任幹事会 仙台市内 2名参加

平成29年

平成30年

月日 事　　　項 場　　所 備　　考

●宮城県仏教青年連絡協議会（平成29年度より新設）

5月26日
9月14日

第1回協議会  
第2回協議会  

冷源寺（他宗派）
常念寺（他宗派）

会長・北村顧問参加
会長参加

1月17日
3月2日

第3回協議会  
第4回協議会  

常念寺（他宗派）
常念寺（他宗派）

会長参加
会長参加

平成29年

平成30年

月日 事　　　項 場　　所 備　　考

●全国曹洞宗青年会

5月17日
5月18日
6月23日
10月6日

11月22日
12月22日

中央研修会  
定期総会  
復興支援室行茶活動  
復興支援室行茶活動  
評議委員会  
クリスマス会  

東京グランドホテル（宗務庁）
　　　〃
亘理町西木倉住宅
亘理町勤労青少年ホーム
東京グランドホテル（宗務庁）
石巻市万石浦小学校

11名出席
12名出席
3名参加
6名参加
会長参加
3名参加

平成29年

月日 事　　　項 場　　所 備　　考

●全日本仏教青年会（全日仏青）

4月26日
9月4日

花まつり千僧法要  
全日仏理事長就任祝賀会  

奈良県東大寺
プリンスタワー東京

10名参加
4名参加

平成29年

月日 事　　　項 場　　所 備　　考

※この他「三役会」「役員打合せ」を随時開催

※この他、長尾師・酒井師・高橋師各委員会活動随時参加

平成 30年度　宮城県曹洞宗青年会収支決算報告
自 平成29年4月1日　　至 平成30年3月31日

　　　項　　目
Ⅰ会費収入
　　1.正会員
　　2.賛助会員
　　3.特別会員
Ⅱ助成金
Ⅲ雑収入
Ⅳ繰越金
　合　　計

本年度予算
3,280,000
1,830,000

700,000
750,000
250,000

4,356
1,060,644
4,595,000

本年度決算
3,345,000
1,890,000

715,000
740,000
250,000
30,010

1,060,644
4,685,654

比較増減
65,000
60,000
15,000

▲ 10,000
0

25,654
0

90,654

　　　　　　　　　　　備　　考

10,000円×189名 
5,000円×143名 
10,000円×74団体 
宗務所より 
県梅花大会加担謝礼、利子 
前年度より 
 

　　　項　　目
Ⅰ会議費
　　1.総会費
　　2.理事会費
　　3.役員会費
　　4.委員会費
Ⅱ事務費
　　1.消耗品費
　　2.通信費
　　3.印刷費
　　4.備品費
　　5.慶弔費
　　6.事務諸費
Ⅲ事業費
　　1.研修委員会
　　2.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委員会
　　3.広報編集委員会
　　4.交流事業委員会
　　5.教化費
　　6.事業諸費
　　7.会員名簿作成費
Ⅳ負担金
Ⅴ予備費
Ⅵ雑費
Ⅶ繰出金
　　ボランティア基金
　　特別事業準備金
　　復興支援活動金
　　50周年事業準備金
　　　合　　計

本年度予算
210,000
50,000
25,000
35,000

100,000
1,200,000

100,000
550,000
150,000
150,000
50,000

200,000
2,050,000

250,000
250,000
600,000
200,000
50,000

250,000
450,000
250,000
385,000
150,000
350,000
50,000

0
0

300,000
4,595,000

本年度決算
169,000
50,000
25,000
25,000
69,000

1,233,178
108,652
626,766
137,160
129,960
30,640

200,000
2,029,266

254,290
230,385
663,120
165,271
50,000

245,000
421,200
241,000

0
150,199
350,000
50,000

0
0

300,000
4,172,643

比較増減
▲ 41,000

0
0

▲ 10,000
▲ 31,000

33,178
8,652

76,766
▲ 12,840
▲ 20,040
▲ 19,360

0
▲ 20,734

4,290
▲ 19,615

63,120
▲ 34,729

0
▲ 5,000

▲ 28,800
▲ 9,000

▲ 385,000
199

0
0
0
0
0

▲ 422,357

　　　　　　　　　　　備　　考
 
定例総会 
会場費 
会場費 
４委員会・事務局会開催費 
 
事務用品、用紙代等 
郵送料、振込手数料、電話料、ＨＰ管理費 
封筒印刷、プリンタインク代等 
事務機使用料等 
慶弔電報等 
事務局・庶務・会計事務費補助 
 
研修会×2回 
チャリティーバザー 
『無聖』発行×2回 
ソフトボール大会、会員大会　 
会員大会時助成 
旅費補助（千僧法要、全曹青総会、地協大会参加者） 
第２５期会員名簿作成費 
全曹青・地協会費 
 
渉外活動費、各会議茶菓等 
 
ボランティア基金へ繰出し 
 
 
50周年事業準備金へ繰出し 

●収入の部

●支出の部

■特別会計決算書
ボランティア基金

特別事業準備金

復興支援活動金

50周年事業準備金

778,177円

2,160,732円

680,913円

250,004円

総 収 入
総 支 出
差 引

4,685,654円
4,172,643円

513,011円 平成29年度の決算書を上記の通り提出致します。
平成30年4月20日　会長　長谷川　俊昭㊞

平成30年4月6日、21教区安養寺様において監査を行い
平成29年度一般会計が適正に執行され、正確であることを確認いたしました。

監事　　　　　二階堂　法淳　　㊞　　　　　　　　眞山　隆宏　　㊞　　　　　　　　　三輪　宗俊　　㊞

【監査報告】

円



無聖　77号　〈4〉〈5〉　無聖　77号

22日
29日

仙台市公共施設優先予約会議
宗務所婦人会新年会・研修会

ユアテックスタジアム
仙台サンプラザ

2名参加
会長参加

●宮城県曹洞宗青年会

●東北地区曹洞宗青年会連絡協議会（地協）

平成30年

月日 事　　　項 場　　所 備　　考

1月

1日
6日
7日

13日
13日
19日

21日
23日
27日

広報編集委員会⑤
布教委員会
慰霊行脚打ち合わせ
交流事業委員会④
発送作務⑪
会員大会　第１部　渡辺祥子氏講演会　 
会員大会　第２部　ボウリング大会
会員大会　第３部　懇親会
檀信徒集会小委員会
広報編集委員会⑥
檀信徒集会運営委員会

道安寺
宗務所
建立寺
洞雲寺
洞雲寺
ホテルグランテラス仙台国分町
ボウルサンシャイン
ホテルグランテラス仙台国分町
玄光庵
道安寺
宗務所

7名参加
会長参加
4名参加

6名参加
83名出席
92名出席
94名出席
会長・顧問参加
9名参加
6名参加

2月

3日
5日
9日

11日
12日
13日

22日
22日

26日～31日

傾聴行茶活動「仏一息」
慰霊行脚下見
広報編集委員会⑦
東日本大震災慰霊行脚
人権擁護推進委員会
役員会⑤理事会⑤
50周年事業準備委員会④
広報編集委員会⑧
発送内容⑫
カンボジアスタディツアー

石巻市大森第4仮設集会所
石巻市大川地区
道安寺
石巻市大川地区
宗務所
洞雲寺
　〃
道安寺
洞雲寺
トゥール・クラサイン小学校贈呈

10名参加
5名参加
6名参加
17名参加（宮曹青のみ人数）
会長参加

6名参加
10名参加
18名参加

3月

5月8日
8月22日

10月30日
12月21日

常任幹事会・定例幹事会  
臨時常任幹事会  
東北地方集会「青森大会」  
薪配り・傾聴ボランティア  

山形国際ホテル
皆伝寺（加美町）
凉雲院・グランドサンピア八戸
福島から岩手県岩泉町へ

16名参加
会長参加
18名参加
2名参加

2月27日 常任幹事会 仙台市内 2名参加

平成29年

平成30年

月日 事　　　項 場　　所 備　　考

●宮城県仏教青年連絡協議会（平成29年度より新設）

5月26日
9月14日

第1回協議会  
第2回協議会  

冷源寺（他宗派）
常念寺（他宗派）

会長・北村顧問参加
会長参加

1月17日
3月2日

第3回協議会  
第4回協議会  

常念寺（他宗派）
常念寺（他宗派）

会長参加
会長参加

平成29年

平成30年

月日 事　　　項 場　　所 備　　考

●全国曹洞宗青年会

5月17日
5月18日
6月23日
10月6日

11月22日
12月22日

中央研修会  
定期総会  
復興支援室行茶活動  
復興支援室行茶活動  
評議委員会  
クリスマス会  

東京グランドホテル（宗務庁）
　　　〃
亘理町西木倉住宅
亘理町勤労青少年ホーム
東京グランドホテル（宗務庁）
石巻市万石浦小学校

11名出席
12名出席
3名参加
6名参加
会長参加
3名参加

平成29年

月日 事　　　項 場　　所 備　　考

●全日本仏教青年会（全日仏青）

4月26日
9月4日

花まつり千僧法要  
全日仏理事長就任祝賀会  

奈良県東大寺
プリンスタワー東京

10名参加
4名参加

平成29年

月日 事　　　項 場　　所 備　　考

※この他「三役会」「役員打合せ」を随時開催

※この他、長尾師・酒井師・高橋師各委員会活動随時参加

平成 30年度　宮城県曹洞宗青年会収支決算報告
自 平成29年4月1日　　至 平成30年3月31日

　　　項　　目
Ⅰ会費収入
　　1.正会員
　　2.賛助会員
　　3.特別会員
Ⅱ助成金
Ⅲ雑収入
Ⅳ繰越金
　合　　計

本年度予算
3,280,000
1,830,000

700,000
750,000
250,000

4,356
1,060,644
4,595,000

本年度決算
3,345,000
1,890,000

715,000
740,000
250,000
30,010

1,060,644
4,685,654

比較増減
65,000
60,000
15,000

▲ 10,000
0

25,654
0

90,654

　　　　　　　　　　　備　　考

10,000円×189名 
5,000円×143名 
10,000円×74団体 
宗務所より 
県梅花大会加担謝礼、利子 
前年度より 
 

　　　項　　目
Ⅰ会議費
　　1.総会費
　　2.理事会費
　　3.役員会費
　　4.委員会費
Ⅱ事務費
　　1.消耗品費
　　2.通信費
　　3.印刷費
　　4.備品費
　　5.慶弔費
　　6.事務諸費
Ⅲ事業費
　　1.研修委員会
　　2.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委員会
　　3.広報編集委員会
　　4.交流事業委員会
　　5.教化費
　　6.事業諸費
　　7.会員名簿作成費
Ⅳ負担金
Ⅴ予備費
Ⅵ雑費
Ⅶ繰出金
　　ボランティア基金
　　特別事業準備金
　　復興支援活動金
　　50周年事業準備金
　　　合　　計

本年度予算
210,000
50,000
25,000
35,000

100,000
1,200,000

100,000
550,000
150,000
150,000
50,000

200,000
2,050,000

250,000
250,000
600,000
200,000
50,000

250,000
450,000
250,000
385,000
150,000
350,000
50,000

0
0

300,000
4,595,000

本年度決算
169,000
50,000
25,000
25,000
69,000

1,233,178
108,652
626,766
137,160
129,960
30,640

200,000
2,029,266

254,290
230,385
663,120
165,271
50,000

245,000
421,200
241,000

0
150,199
350,000
50,000

0
0

300,000
4,172,643

比較増減
▲ 41,000

0
0

▲ 10,000
▲ 31,000

33,178
8,652

76,766
▲ 12,840
▲ 20,040
▲ 19,360

0
▲ 20,734

4,290
▲ 19,615

63,120
▲ 34,729

0
▲ 5,000

▲ 28,800
▲ 9,000

▲ 385,000
199

0
0
0
0
0

▲ 422,357

　　　　　　　　　　　備　　考
 
定例総会 
会場費 
会場費 
４委員会・事務局会開催費 
 
事務用品、用紙代等 
郵送料、振込手数料、電話料、ＨＰ管理費 
封筒印刷、プリンタインク代等 
事務機使用料等 
慶弔電報等 
事務局・庶務・会計事務費補助 
 
研修会×2回 
チャリティーバザー 
『無聖』発行×2回 
ソフトボール大会、会員大会　 
会員大会時助成 
旅費補助（千僧法要、全曹青総会、地協大会参加者） 
第２５期会員名簿作成費 
全曹青・地協会費 
 
渉外活動費、各会議茶菓等 
 
ボランティア基金へ繰出し 
 
 
50周年事業準備金へ繰出し 

●収入の部

●支出の部

■特別会計決算書
ボランティア基金

特別事業準備金

復興支援活動金

50周年事業準備金

778,177円

2,160,732円

680,913円

250,004円

総 収 入
総 支 出
差 引

4,685,654円
4,172,643円

513,011円 平成29年度の決算書を上記の通り提出致します。
平成30年4月20日　会長　長谷川　俊昭㊞

平成30年4月6日、21教区安養寺様において監査を行い
平成29年度一般会計が適正に執行され、正確であることを確認いたしました。

監事　　　　　二階堂　法淳　　㊞　　　　　　　　眞山　隆宏　　㊞　　　　　　　　　三輪　宗俊　　㊞

【監査報告】

円



無聖　77号　〈6〉〈７〉　無聖　77号

平成 30年度　事業計画

4月6日
4月10日

4月20日
6月6日

6月上旬～中旬

7月1日
7月4日

7月11日
7月中旬
9月10日
10月4日

10月上旬

11月30日
12月

12月上旬
12月中旬

監査会
役員会①理事会①
50周年事業運営委員会①
定例総会
ソフトボール大会
役員会②理事会② 
50周年事業運営委員会②
サンタピアップみやぎボランティア会定例総会
第1回研修会
檀信徒集会
「無聖」77号発行
カンボジア教育支援チャリティバザー
梅花県奉詠大会
役員会③理事会③
50周年事業運営員会③
宮曹青50周年記念式典・記念講演
カンボジアフェア
役員会④理事会④
年次総会・忘年会 

安養寺
洞雲寺
〃
ホテルニュー水戸屋（仙台市）
仙台市海岸公園野球場
洞雲寺
〃
国分尼寺
林香院
仙台サンプラザ

富谷市成田公民館（予定）
仙台サンプラザ
洞雲寺

仙台サンプラザ
セルバ
洞雲寺
未定

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

2月上旬
2月中旬
2月下旬
3月中旬
3月下旬

会員大会
ハガキリサイクルキャンペーン
移動研修
理事会⑤
「無聖」78号発行

未定
満興寺
未定
洞雲寺

サンタピアップ関係

5月7日
11月12日

常任幹事会・定例幹事会
東北地方集会「山形大会」

山形市　国際ホテル
山形市

●宮城県曹洞宗青年会

●東北地区曹洞宗青年会連絡協議会（地協）

平成30年

月日 事　　　項 場　所 備考

平成30年

4月3日
4月26日

未来の僧侶を考えるワークショップ
千僧法要

常念寺（他宗）
奈良　東大寺

●全日本仏教青年会(全日仏青)
平成30年

5月18日 全国曹洞宗青年会　総会・研修会　 東京グランドホテル（宗務庁）

●全国曹洞宗青年会(全曹青)
平成30年

平成31年

※復興関連事業は被災地の事情等を考慮し適宜開催
※50周年運営委員会・実行委員会は適宜開催
※各委員会・事務局会は適宜開催

平成 30年度　宮城県曹洞宗青年会予算書
自 平成30年4月1日　　至 平成31年3月31日

　　　       項　　目
Ⅰ会費収入
　　1.正会員
　　2.賛助会員
　　3.特別会員
Ⅱ助成金
Ⅲ雑収入
Ⅳ繰越金
　合　　計

29年度予算
3,280,000
1,830,000

700,000
750,000
250,000

4,356
1,060,644
4,595,000

30年度予算
3,310,000
1,810,000

750,000
750,000
250,000

1,989
513,011

4,075,000

比較増減
30,000

▲ 20,000
50,000

0
0

▲ 2,367
▲ 547,633
▲ 520,000

　　　　　　　　　備　　考

10,000円×181名 
5,000円×150名 
10,000円×75団体 
宗務所より 
利息等 
前年度より 
  

　　　       項　　目
Ⅰ会議費
　　1.総会費
　　2.理事会費
　　3.役員会費
　　4.委員会費
Ⅱ事務費
　　1.消耗品費
　　2.通信費
　　3.印刷費
　　4.備品費
　　5.慶弔費
　　6.事務諸費
Ⅲ事業費
　　1.研修委員会
　　2.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委員会
　　3.広報編集委員会
　　4.交流事業委員会
　　5.教化委員会（教化費）
　　6.事業諸費
　　7.会員名簿作成費
Ⅳ負担金
Ⅴ予備費
Ⅵ雑費
Ⅶ繰出金
　　1.ボランティア基金
　　2.特別事業準備金
　　3.復興支援活動金
　　5.50周年事業準備金
　　　     合　　計

29年度予算
210,000
50,000
25,000
35,000

100,000
1,200,000

100,000
550,000
150,000
150,000
50,000

200,000
2,050,000

250,000
250,000
600,000
200,000
50,000

250,000
450,000
250,000
385,000
150,000
350,000
50,000

0
0

300,000
4,595,000

30年度予算
250,000
100,000
25,000
25,000

100,000
1,250,000

100,000
600,000
150,000
150,000
50,000

200,000
1,600,000

250,000
250,000
600,000
200,000
50,000

250,000
0

250,000
125,000
150,000
450,000
50,000

0
0

400,000
4,075,000

比較増減
40,000
50,000

0
▲ 10,000

0
50,000

0
50,000

0
0
0
0

▲ 450,000
0
0
0
0
0
0

▲ 450,000
0

▲ 260,000
0

100,000
0
0
0

100,000
▲ 520,000

　　　　　　　　　備　　考

定例総会・年次総会 
会場費 
会場費 
4委員会・事務局会開催費 
 
事務用品、用紙代等 
郵送料、振込手数料、電話料、ＨＰ管理費 
封筒印刷、プリンタインク代補助等 
事務機使用料　 
慶弔電報等 
事務局・庶務・会計事務費補助等 
 
研修会×1回 ・移動研修会 
チャリティバザー  
『無聖』77・78号発行 
ソフトボール大会・会員大会 
 
旅費補助（全曹青・千僧法要・地協等） 
 
全曹青・地協会費 
 
渉外活動費、各会議茶菓等  

●収入の部

●支出の部

■特別会計決算書
ボランティア基金

特別事業準備金

復興支援活動金

50周年事業準備金

828,177円

160,732円

680,913円

680,913円

総 収 入
総 支 出
差 引

4,075,000円
4,075,000円

0円

平成30年度の一般会計並びに特別会計予算書を上記の通り提出いたします。
　　　　　　　　　　　　　　平成30年4月20日　会長　長谷川俊昭　㊞



無聖　77号　〈6〉〈７〉　無聖　77号

平成 30年度　事業計画

4月6日
4月10日

4月20日
6月6日

6月上旬～中旬

7月1日
7月4日

7月11日
7月中旬
9月10日
10月4日

10月上旬

11月30日
12月

12月上旬
12月中旬

監査会
役員会①理事会①
50周年事業運営委員会①
定例総会
ソフトボール大会
役員会②理事会② 
50周年事業運営委員会②
サンタピアップみやぎボランティア会定例総会
第1回研修会
檀信徒集会
「無聖」77号発行
カンボジア教育支援チャリティバザー
梅花県奉詠大会
役員会③理事会③
50周年事業運営員会③
宮曹青50周年記念式典・記念講演
カンボジアフェア
役員会④理事会④
年次総会・忘年会 

安養寺
洞雲寺
〃
ホテルニュー水戸屋（仙台市）
仙台市海岸公園野球場
洞雲寺
〃
国分尼寺
林香院
仙台サンプラザ

富谷市成田公民館（予定）
仙台サンプラザ
洞雲寺

仙台サンプラザ
セルバ
洞雲寺
未定

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

2月上旬
2月中旬
2月下旬
3月中旬
3月下旬

会員大会
ハガキリサイクルキャンペーン
移動研修
理事会⑤
「無聖」78号発行

未定
満興寺
未定
洞雲寺

サンタピアップ関係

5月7日
11月12日

常任幹事会・定例幹事会
東北地方集会「山形大会」

山形市　国際ホテル
山形市

●宮城県曹洞宗青年会

●東北地区曹洞宗青年会連絡協議会（地協）

平成30年

月日 事　　　項 場　所 備考

平成30年

4月3日
4月26日

未来の僧侶を考えるワークショップ
千僧法要

常念寺（他宗）
奈良　東大寺

●全日本仏教青年会(全日仏青)
平成30年

5月18日 全国曹洞宗青年会　総会・研修会　 東京グランドホテル（宗務庁）

●全国曹洞宗青年会(全曹青)
平成30年

平成31年

※復興関連事業は被災地の事情等を考慮し適宜開催
※50周年運営委員会・実行委員会は適宜開催
※各委員会・事務局会は適宜開催

平成 30年度　宮城県曹洞宗青年会予算書
自 平成30年4月1日　　至 平成31年3月31日

　　　       項　　目
Ⅰ会費収入
　　1.正会員
　　2.賛助会員
　　3.特別会員
Ⅱ助成金
Ⅲ雑収入
Ⅳ繰越金
　合　　計

29年度予算
3,280,000
1,830,000

700,000
750,000
250,000

4,356
1,060,644
4,595,000

30年度予算
3,310,000
1,810,000

750,000
750,000
250,000

1,989
513,011

4,075,000

比較増減
30,000

▲ 20,000
50,000

0
0

▲ 2,367
▲ 547,633
▲ 520,000

　　　　　　　　　備　　考

10,000円×181名 
5,000円×150名 
10,000円×75団体 
宗務所より 
利息等 
前年度より 
  

　　　       項　　目
Ⅰ会議費
　　1.総会費
　　2.理事会費
　　3.役員会費
　　4.委員会費
Ⅱ事務費
　　1.消耗品費
　　2.通信費
　　3.印刷費
　　4.備品費
　　5.慶弔費
　　6.事務諸費
Ⅲ事業費
　　1.研修委員会
　　2.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委員会
　　3.広報編集委員会
　　4.交流事業委員会
　　5.教化委員会（教化費）
　　6.事業諸費
　　7.会員名簿作成費
Ⅳ負担金
Ⅴ予備費
Ⅵ雑費
Ⅶ繰出金
　　1.ボランティア基金
　　2.特別事業準備金
　　3.復興支援活動金
　　5.50周年事業準備金
　　　     合　　計

29年度予算
210,000
50,000
25,000
35,000

100,000
1,200,000

100,000
550,000
150,000
150,000
50,000

200,000
2,050,000

250,000
250,000
600,000
200,000
50,000

250,000
450,000
250,000
385,000
150,000
350,000
50,000

0
0

300,000
4,595,000

30年度予算
250,000
100,000
25,000
25,000

100,000
1,250,000

100,000
600,000
150,000
150,000
50,000

200,000
1,600,000

250,000
250,000
600,000
200,000
50,000

250,000
0

250,000
125,000
150,000
450,000
50,000

0
0

400,000
4,075,000

比較増減
40,000
50,000

0
▲ 10,000

0
50,000

0
50,000

0
0
0
0

▲ 450,000
0
0
0
0
0
0

▲ 450,000
0

▲ 260,000
0

100,000
0
0
0

100,000
▲ 520,000

　　　　　　　　　備　　考

定例総会・年次総会 
会場費 
会場費 
4委員会・事務局会開催費 
 
事務用品、用紙代等 
郵送料、振込手数料、電話料、ＨＰ管理費 
封筒印刷、プリンタインク代補助等 
事務機使用料　 
慶弔電報等 
事務局・庶務・会計事務費補助等 
 
研修会×1回 ・移動研修会 
チャリティバザー  
『無聖』77・78号発行 
ソフトボール大会・会員大会 
 
旅費補助（全曹青・千僧法要・地協等） 
 
全曹青・地協会費 
 
渉外活動費、各会議茶菓等  

●収入の部

●支出の部

■特別会計決算書
ボランティア基金

特別事業準備金

復興支援活動金

50周年事業準備金

828,177円

160,732円

680,913円

680,913円

総 収 入
総 支 出
差 引

4,075,000円
4,075,000円

0円

平成30年度の一般会計並びに特別会計予算書を上記の通り提出いたします。
　　　　　　　　　　　　　　平成30年4月20日　会長　長谷川俊昭　㊞



無聖　77号　〈8〉〈９〉　無聖　７７号

　
今
期
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
宮
曹
青
の
歴
史

を
訪
ね
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
歩
み
を
歴
代
会

長
に
お
伺
い
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
連
載
記
事
に
て

お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
回
は
宮
曹
青
八
代
会
長
　
光
壽
院
御
住
職
　

阿
部
豊
淳
老
師
に
伺
い
ま
し
た
「
青
年
会
活
動
の

新
た
な
展
開
」
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

―

阿
部
豊
淳
老
師
の
宮
曹
青
で
の
活
動
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
が
責
任
の
あ
る
立
場
で
宮
曹
青
に
か
か
わ
っ

た
の
は
門
脇
允
元
さ
ん
が
二
期
目
の
会
長
を
さ
れ

た
昭
和
五
十
年
か
ら
で
、
宮
曹
青
の
事
務
局
長
を

務
め
た
。
昭
和
五
十
二
年
に
清
水
正
範
さ
ん
が
会

長
に
就
任
し
て
、
通
常
だ
と
事
務
局
長
も
変
わ
る

も
の
だ
が
、
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
続
け
て
事
務
局
長
を
務
め
た
。
こ
の
時

は
、
お
か
し
な
話
だ
が
（
笑
）
、
事
務
局
長
と
副

会
長
を
兼
務
し
た
。

　
昭
和
四
十
八
年
の
門
脇
会
長
の
頃
か
ら
宮
城
県

で
「
禅
の
集
い
」
の
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
き

て
、
例
え
ば
私
の
前
に
会
長
を
さ
れ
た
高
橋
恭
諄

さ
ん
は
兼
務
し
て
い
た
お
寺
を
「
禅
の
家
」
と
称

し
て
一
般
の
方
々
に
解
放
し
た
参
禅
道
場
を
始
め

た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
時
は
講
師
と
し
て

初
代
会
長
金
田
諦
典
さ
ん
や
閖
上
の
東
禅
院
の
三

宅
俊
昭
さ
ん
、
塩
釡
福
定
寺
の
山
田
恭
道
さ
ん
を

青
年
会
今
期
の
テ
ー
マ
「
護
り
伝
え
ん
御
仏
の
道
」

五
十
周
年
企
画
「
歴
代
会
長
を
訪
ね
る
」

﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈
広
報
編
集
委
員
会
副
委
員
長
　
松
　
山
　
宏
　
成

招
い
て
、
坐
禅
以
外
の
時
間
に
独
参
を
し
て
そ
れ

に
答
え
て
頂
い
て
い
た
。
だ
か
ら
結
構
勉
強
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
み
ん
な
結
構
緊
張
し

て
や
っ
て
い
た
ん
だ
。

　
ま
た
、
始
ま
り
は
宮
曹
青
の
「
夏
の
禅
の
集

い
」
だ
っ
た
も
の
だ
が
、
光
壽
院
を
会
場
に
し
て

毎
週
水
曜
日
、
市
内
を
中
心
に
三
十
人
く
ら
い
集

ま
っ
て
い
た
。
和
尚
さ
ん
た
ち
よ
り
一
般
の
人
が

沢
山
来
て
い
た
。
大
本
山
永
平
寺
の
維
那
を
さ
れ

て
い
た
本
多
祖
芳
老
師
が
本
山
送
行
後
に
東
北
福

祉
大
学
の
禅
堂
で
講
師
を
な
さ
っ
て
い
た
の
で
、

会
に
来
て
指
導
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
本
格

的
な
参
禅
会
と
し
て
三
年
程
続
い
た
。
―

広
が
り
を
見
せ
た
「
禅
の
集
い
」
は
、
ど
の
よ

う
に
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
の
時
代
と
い
う
の
は
、
和
尚
さ
ん
だ
け
を
し

て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
学
校

の
先
生
と
か
役
場
の
職
員
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い

は
農
協
に
勤
め
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
方
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
。
門
脇
允
元
さ
ん
や
名
取
の
耕
龍

寺
清
水
正
範
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
東
北
曹
青
の
会
長

を
さ
れ
た
皆
傳
寺
の
天
野
宏
雄
さ
ん
、
あ
る
い
は

私
の
後
に
会
長
を
務
め
た
江
巖
寺
の
我
妻
耕
道
さ

ん
に
し
ろ
、
経
歴
が
み
ん
な
違
っ
て
お
り
、
戦
後

の
困
難
な
時
代
に
様
々
な
経
歴
を
も
っ
て
い
る
方

が
い
た
。
私
も
宮
曹
青
が
発
足
し
た
昭
和44

年
当

時
は
、
一
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
た
。

そ
の
様
に
「
禅
の
集
い
」
に
は
様
々
な
経
歴
や
人

生
体
験
を
持
っ
た
宗
侶
が
、
難
し
い
禅
の
普
及
に

つ
い
て
色
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
意
欲
に

非
常
に
燃
え
上
が
っ
た
責
任
感
の
あ
る
方
々
が
多

く
関
わ
っ
て
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
私
が
宮
曹
青
の
会
長
を
務
め
た
昭
和
五
十
八
年

か
ら
、
夏
の
禅
の
集
い
は
県
単
位
で
は
な
く
、
教

区
単
位
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
夏
休
み

で
は
な
く
春
休
み
禅
の
集
い
と
い
う
の
を
行
っ

た
。
な
ぜ
春
休
み
に
禅
の
集
い
を
行
っ
た
の
か
と

い
う
と
、
第
一
は
和
尚
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
が
触

れ
合
う
機
会
を
作
る
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
、

ま
た
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
た
の
で
そ
う
い
う
自
然
と
触
れ
合

う
機
会
を
作
ろ
う
と
し
た
。

　
鳴
子
の
洞
川
院
さ
ん
で
行
っ
た
際
は
、
鳴
子
の

こ
け
し
会
館
で
絵
付
け
を
し
た
り
、
鳴
子
の
町
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
し
た
。
貸
布
団
を
用

意
し
て
お
寺
で
寝
泊
ま
り
し
、
青
年
会
で
飯
台
を

準
備
し
た
。
翌
年
に
は
南
蔵
王
の
烏
帽
子
ス
キ
ー

場
近
く
の
宿
を
会
場
に
し
て
行
い
、
こ
の
時
は
テ

レ
ビ
局
も
同
行
し
て
取
材
を
受
け
た
。
参
加
し
た

子
供
た
ち
は
五
十
人
〜
六
十
人
く
ら
い
だ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。
定
員
一
杯
だ
っ
た
ん
だ
。
「
わ

ん
ぱ
く
ク
ル
ー
ズ
　
北
海
道
」
は
清
水
正
範
さ
ん

が
会
長
の
頃
の
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
け
れ
ど
、
実
際

に
行
っ
た
の
は
私
が
会
長
の
頃
だ
っ
た
。

―

そ
の
頃
は
高
度
経
済
成
長
の
時
代
で
、
マ
ン

シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
る
子
ど
も
、
一
人

で
留
守
番
を
し
て
い
る
子
ど
も
な
ど
を
対
象
に
し

た
、
寺
子
屋
の
よ
う
な
活
動
が
盛
ん
だ
っ
た
と

伺
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
少
し
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
時
の
世
相
に
も

と
づ
い
た
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
の
サ
ン
タ

ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
源
流
と

な
っ
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
済
古
着
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
活
動
は
、
ポ
ル
ポ
ト
政
権
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
東
南
ア
ジ
ア
で
多
く
の
難
民
が
発
生
し
た

当
時
、
福
島
県
の
宗
議
会
議
員
吉
岡
棟
一
老
師
の

強
い
思
い
に
よ
っ
て
活
動
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
年

代
の
方
々
と
い
う
の
は
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
現

地
で
の
戦
争
体
験
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
し
、
戦
後

の
経
済
成
長
の
利
益
を
た
だ
謳
歌
す
る
の
で
は
な

く
て
、
日
本
が
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

―

そ
れ
が
東
南
ア
ジ
ア
の
支
援
に
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
現
在
宮
城
県
宗
務
所
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
小

野
崎
秀
通
さ
ん
は
、
大
学
を
出
た
後
タ
イ
の
お
寺

で
修
行
し
て
い
た
。
タ
イ
の
事
情
も
分
か
っ
て
い

た
の
で
、
吉
岡
老
師
が
難
民
の
状
況
を
視
察
に
行

く
と
き
に
、
小
野
崎
さ
ん
が
道
案
内
役
を
務
め

た
。
そ
の
視
察
の
結
果
を
も
と
に
、
曹
洞
宗
東
南

ア
ジ
ア
難
民
救
済
会
議
が
発
足
し
た
。
支
援
活
動

を
支
え
た
の
が
、
後
のSVA

専
務
理
事
の
有
馬
実

成
師
だ
っ
た
。
そ
の
頃
彼
は
全
曹
青
の
広
報
企
画

部
長
だ
っ
た
。
有
馬
さ
ん
が
仙
台
に
来
ら
れ
、
東

北
曹
青
の
当
時
の
メ
ン
バ
ー
、
宮
城
県
で
は
初
代

東
北
曹
青
会
長
の
皆
傳
寺
天
野
宏
雄
老
師
、
青
森

県
の
三
浦
義
弘
老
師
、
岩
手
県
の
菊
池
裕
光
老
師

を
は
じ
め
と
す
る
方
々
に
声
を
掛
け
、
現
地
へ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
陣
と

し
て
天
野
さ
ん
、
清
水
正
範
さ
ん
、
三
浦
義
弘
さ

ん
が
行
か
れ
た
。

　
現
地
で
の
実
際
の
活
動
で
は
、
と
り
わ
け
清
水

正
範
さ
ん
が
以
前
自
衛
隊
に
勤
め
て
い
た
時
に

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
現
地
で
の
組
織
作

り
や
拠
点
の
運
営
の
仕
方
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
宗
務
庁
の
曹
洞
宗
東
南
ア
ジ
ア
難
民
救

済
会
議
か
ら
活
動
を
引
き
継
い
だ
の
がSVA

で
、

中
心
と
な
っ
た
の
は
ハ
ワ
イ
開
教
師
を
さ
れ
て
い

た
松
永
然
道
さ
ん
と
有
馬
さ
ん
だ
っ
た
。
江
巖
寺

の
我
妻
耕
道
さ
ん
が
理
事
を
さ
れ
、
そ
し
て
和
尚

さ
ん
に
な
る
前
にIT

関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
の

で
、
私
が
監
査
を
引
き
受
け
た
。

　
そ
の
後
昭
和
五
十
八
年
に
私
が
会
長
を
務
め
た

時
、SVA

が
全
国
に
声
を
掛
け
て
、
難
民
に
対
し

て
衣
類
を
集
め
て
送
る
「
難
民
救
済
古
着
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
行
い
、
こ
れ
に
大
々
的
に
取
り
組
ん

だ
の
が
宮
城
県
の
青
年
会
で
、
約
五
万
着
ほ
ど
集

ま
っ
た
。
初
め
は
自
坊
の
本
堂
に
集
ま
っ
た
衣
類

を
入
れ
よ
う
か
と
思
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
お
檀
家

さ
ん
に
パ
チ
ン
コ
屋
を
や
っ
て
い
る
方
が
い
て
、

大
き
な
ホ
ー
ル
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
方
は
戦
時

中
、
中
国
戦
線
で
大
変
な
戦
争
体
験
を
さ
れ
た
方

で
、
戦
後
苦
労
し
て
財
を
成
し
た
方
だ
っ
た
。
そ

の
方
が
大
き
な
パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
を
衣
類
の
保
管

用
に
貸
し
て
下
さ
っ
た
。

　
ま
た
、
集
め
る
だ
け
集
め
て
も
、
そ
れ
を
送
る

た
め
の
お
金
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
で
托
鉢
を
し

て
、
人
々
か
ら
浄
財
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
現
地
の
実
情
を
撮
影
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画

会
や
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
も
行
っ
た
。
宮
曹
青

と
し
て
本
格
的
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
行
っ
た

の
は
、
昭
和58

年
の
、
私
が
会
長
の
時
期
だ
っ

た
。

―

続
い
て
全
曹
青
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
昭

和
五
十
年
に
門
脇
允
元
老
師
が
全
曹
青
の
初
代
会

長
と
し
て
発
足
し
た
初
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
大

衆
教
化
の
接
点
を
求
め
て
」
と
い
う
も
の
で
す

が
、
こ
の
当
時
の
背
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し

た
か
？

　
そ
の
当
時
の
お
寺
の
若
い
人
た
ち
と
い
う
の

は
、
一
般
社
会
と
の
距
離
感
を
感
じ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
当
時
は
問
題
意
識
も
非
常
に
強

か
っ
た
と
思
う
よ
。

―

戦
後
の
日
本
の
経
済
発
展
や
ア
ジ
ア
と
の
格

差
、
冷
戦
や
紛
争
と
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
何
を

す
る
べ
き
か
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
す

ね
。

　
こ
れ
か
ら
は
色
々
な
意
味
で
さ
ら
に
厳
し
い
状

況
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
の
若
い
和
尚
さ
ん
の
中
に
も
様
々
な
経
歴
を

持
っ
て
い
て
、
自
分
の
趣
味
や
特
技
を
生
か
し
た

方
々
が
増
え
て
き
て
い
る
け
れ
ど
、
一
番
気
を
付

け
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
そ
こ
に
「
行
」
が

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
「
行
」
が
な

く
て
「
〜
〜
〜
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」
と
い
う
の
で

は
、
た
だ
の
遊
び
人
だ
。
　

　
難
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
一
日
一
日
の
研
鑽
。

そ
れ
な
く
し
て
仏
法
興
隆
は
あ
り
得
な
い
。
料
理

屋
さ
ん
が
自
分
の
料
理
を
研
鑽
し
な
く
て
他
の
事

を
や
っ
て
も
駄
目
だ
。
最
近
自
転
車
に
乗
っ
て
郊

外
ま
で
走
る
の
だ
け
ど
も
、
曹
洞
宗
の
お
寺
で
乱

れ
て
い
る
の
を
見
る
と
残
念
に
思
う
よ
。
ま
ず
は

自
分
の
山
門
、
自
分
の
玄
関
を
掃
除
す
る
こ
と
だ

と
思
う
。
意
外
と
ほ
か
の
宗
派
は
し
っ
か
り
し
て

い
る
な
。

　
そ
の
地
域
に
お
い
て
お
寺
が
癒
し
の
場
と
な

る
、
心
の
安
ら
ぐ
場
に
な
る
に
は
、
特
別
な
こ
と

す
る
の
で
は
な
く
て
、
と
に
か
く
掃
除
す
る
こ
と

だ
と
思
う
よ
。
庭
造
り
で
有
名
な
枡
野
俊
明
さ
ん

も
、
宗
門
の
教
学
か
ら
見
た
き
ち
っ
と
し
た
視
線

を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
造
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
自
分
の
仏
法
観
と
い
う
の
か
、
そ
れ

が
彼
の
庭
造
り
の
視
点
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
さ
っ

き
の
色
ん
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
も
、
そ
う
い
っ
た
仏

法
観
が
な
け
れ
ば
駄
目
だ
。
そ
う
い
う
人
は
ど
こ

で
も
あ
り
ふ
れ
て
い
る
し
、
感
動
を
呼
ば
な
い
。

　
「
禅
の
集
い
」
や
宮
曹
青
の
活
動
は
、
お
互
い

刺
激
し
合
い
自
己
啓
発
す
る
場
に
な
る
だ
ろ
う

し
、
お
互
い
が
お
互
い
を
励
ま
し
合
う
場
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
み
ん
な
で
遊
ん
で
い
た

の
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
青
年
会
の
活
動
と

い
う
の
は
、
自
分
が
意
識
し
な
く
と
も
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
何
か
学
ん
で
い
る
も
の
。
私
が

青
年
会
に
二
十
代
で
参
加
し
た
時
に
、
門
脇
允
元

さ
ん
と
か
清
水
正
範
さ
ん
と
か
金
田
諦
典
さ
ん
が

い
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
感
化
さ
れ
て
い

た
わ
け
だ
。
霧
の
中
を
歩
け
ば
、
知
ら
ず
知
ら
ず

に
衣
が
濡
れ
て
い
く
よ
う
に
。

―

当
時
の
貴
重
な
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
禅
の
集
い
」
が
県
内
で
広
ま
っ
て
い
く
社
会

背
景
に
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
支
援
と
い
う
苦
し

む
人
々
へ
手
を
差
し
伸
べ
る
活
動
に
も
、
老
師
の

口
か
ら
共
通
し
て
語
ら
れ
た
の
は
「
何
と
か
し
な

け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
で
し
た
。
仲
間
と
し
て
集

ま
っ
た
青
年
宗
侶
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
経
験
や
熱
意
を

持
ち
寄
っ
て
、
そ
れ
を
束
ね
て
会
の
活
動
と
な
っ

て
い
き
、
や
が
て
私
た
ち
の
時
代
ま
で
形
は
変
わ

り
な
が
ら
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
、
そ
ん
な
会
の

在
り
方
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
護
り
伝
え
る
こ
と
」
が
私
た
ち
宮
曹
青
活
動

に
限
る
こ
と
な
く
、
地
域
社
会
に
結
び
つ
い
た
存

在
で
あ
る
お
寺
を
担
う
存
在
と
し
て
、
相
互
に
研

鑽
を
積
む
こ
と
が
出
来
る
の
も
、
共
に
思
い
を

持
っ
て
集
う
仲
間
の
青
年
会
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

な
の
だ
と
、
強
く
実
感
を
い
た
し
ま
し
た
。

第２回
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今
期
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
宮
曹
青
の
歴
史

を
訪
ね
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
歩
み
を
歴
代
会

長
に
お
伺
い
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
連
載
記
事
に
て

お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
回
は
宮
曹
青
八
代
会
長
　
光
壽
院
御
住
職
　

阿
部
豊
淳
老
師
に
伺
い
ま
し
た
「
青
年
会
活
動
の

新
た
な
展
開
」
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

―

阿
部
豊
淳
老
師
の
宮
曹
青
で
の
活
動
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
が
責
任
の
あ
る
立
場
で
宮
曹
青
に
か
か
わ
っ

た
の
は
門
脇
允
元
さ
ん
が
二
期
目
の
会
長
を
さ
れ

た
昭
和
五
十
年
か
ら
で
、
宮
曹
青
の
事
務
局
長
を

務
め
た
。
昭
和
五
十
二
年
に
清
水
正
範
さ
ん
が
会

長
に
就
任
し
て
、
通
常
だ
と
事
務
局
長
も
変
わ
る

も
の
だ
が
、
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
続
け
て
事
務
局
長
を
務
め
た
。
こ
の
時

は
、
お
か
し
な
話
だ
が
（
笑
）
、
事
務
局
長
と
副

会
長
を
兼
務
し
た
。

　
昭
和
四
十
八
年
の
門
脇
会
長
の
頃
か
ら
宮
城
県

で
「
禅
の
集
い
」
の
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
き

て
、
例
え
ば
私
の
前
に
会
長
を
さ
れ
た
高
橋
恭
諄

さ
ん
は
兼
務
し
て
い
た
お
寺
を
「
禅
の
家
」
と
称

し
て
一
般
の
方
々
に
解
放
し
た
参
禅
道
場
を
始
め

た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
時
は
講
師
と
し
て

初
代
会
長
金
田
諦
典
さ
ん
や
閖
上
の
東
禅
院
の
三

宅
俊
昭
さ
ん
、
塩
釡
福
定
寺
の
山
田
恭
道
さ
ん
を

青
年
会
今
期
の
テ
ー
マ
「
護
り
伝
え
ん
御
仏
の
道
」

五
十
周
年
企
画
「
歴
代
会
長
を
訪
ね
る
」

﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈
広
報
編
集
委
員
会
副
委
員
長
　
松
　
山
　
宏
　
成

招
い
て
、
坐
禅
以
外
の
時
間
に
独
参
を
し
て
そ
れ

に
答
え
て
頂
い
て
い
た
。
だ
か
ら
結
構
勉
強
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
み
ん
な
結
構
緊
張
し

て
や
っ
て
い
た
ん
だ
。

　
ま
た
、
始
ま
り
は
宮
曹
青
の
「
夏
の
禅
の
集

い
」
だ
っ
た
も
の
だ
が
、
光
壽
院
を
会
場
に
し
て

毎
週
水
曜
日
、
市
内
を
中
心
に
三
十
人
く
ら
い
集

ま
っ
て
い
た
。
和
尚
さ
ん
た
ち
よ
り
一
般
の
人
が

沢
山
来
て
い
た
。
大
本
山
永
平
寺
の
維
那
を
さ
れ

て
い
た
本
多
祖
芳
老
師
が
本
山
送
行
後
に
東
北
福

祉
大
学
の
禅
堂
で
講
師
を
な
さ
っ
て
い
た
の
で
、

会
に
来
て
指
導
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
本
格

的
な
参
禅
会
と
し
て
三
年
程
続
い
た
。

―

広
が
り
を
見
せ
た
「
禅
の
集
い
」
は
、
ど
の
よ

う
に
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
の
時
代
と
い
う
の
は
、
和
尚
さ
ん
だ
け
を
し

て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
学
校

の
先
生
と
か
役
場
の
職
員
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い

は
農
協
に
勤
め
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
方
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
。
門
脇
允
元
さ
ん
や
名
取
の
耕
龍

寺
清
水
正
範
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
東
北
曹
青
の
会
長

を
さ
れ
た
皆
傳
寺
の
天
野
宏
雄
さ
ん
、
あ
る
い
は

私
の
後
に
会
長
を
務
め
た
江
巖
寺
の
我
妻
耕
道
さ

ん
に
し
ろ
、
経
歴
が
み
ん
な
違
っ
て
お
り
、
戦
後

の
困
難
な
時
代
に
様
々
な
経
歴
を
も
っ
て
い
る
方

が
い
た
。
私
も
宮
曹
青
が
発
足
し
た
昭
和44

年
当

時
は
、
一
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
た
。

そ
の
様
に
「
禅
の
集
い
」
に
は
様
々
な
経
歴
や
人

生
体
験
を
持
っ
た
宗
侶
が
、
難
し
い
禅
の
普
及
に

つ
い
て
色
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
意
欲
に

非
常
に
燃
え
上
が
っ
た
責
任
感
の
あ
る
方
々
が
多

く
関
わ
っ
て
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
私
が
宮
曹
青
の
会
長
を
務
め
た
昭
和
五
十
八
年

か
ら
、
夏
の
禅
の
集
い
は
県
単
位
で
は
な
く
、
教

区
単
位
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
夏
休
み

で
は
な
く
春
休
み
禅
の
集
い
と
い
う
の
を
行
っ

た
。
な
ぜ
春
休
み
に
禅
の
集
い
を
行
っ
た
の
か
と

い
う
と
、
第
一
は
和
尚
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
が
触

れ
合
う
機
会
を
作
る
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
、

ま
た
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
た
の
で
そ
う
い
う
自
然
と
触
れ
合

う
機
会
を
作
ろ
う
と
し
た
。

　
鳴
子
の
洞
川
院
さ
ん
で
行
っ
た
際
は
、
鳴
子
の

こ
け
し
会
館
で
絵
付
け
を
し
た
り
、
鳴
子
の
町
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
し
た
。
貸
布
団
を
用

意
し
て
お
寺
で
寝
泊
ま
り
し
、
青
年
会
で
飯
台
を

準
備
し
た
。
翌
年
に
は
南
蔵
王
の
烏
帽
子
ス
キ
ー

場
近
く
の
宿
を
会
場
に
し
て
行
い
、
こ
の
時
は
テ

レ
ビ
局
も
同
行
し
て
取
材
を
受
け
た
。
参
加
し
た

子
供
た
ち
は
五
十
人
〜
六
十
人
く
ら
い
だ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。
定
員
一
杯
だ
っ
た
ん
だ
。
「
わ

ん
ぱ
く
ク
ル
ー
ズ
　
北
海
道
」
は
清
水
正
範
さ
ん

が
会
長
の
頃
の
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
け
れ
ど
、
実
際

に
行
っ
た
の
は
私
が
会
長
の
頃
だ
っ
た
。

―

そ
の
頃
は
高
度
経
済
成
長
の
時
代
で
、
マ
ン

シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
る
子
ど
も
、
一
人

で
留
守
番
を
し
て
い
る
子
ど
も
な
ど
を
対
象
に
し

た
、
寺
子
屋
の
よ
う
な
活
動
が
盛
ん
だ
っ
た
と

伺
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
少
し
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
時
の
世
相
に
も

と
づ
い
た
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
の
サ
ン
タ

ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
源
流
と

な
っ
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
済
古
着
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
活
動
は
、
ポ
ル
ポ
ト
政
権
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
東
南
ア
ジ
ア
で
多
く
の
難
民
が
発
生
し
た

当
時
、
福
島
県
の
宗
議
会
議
員
吉
岡
棟
一
老
師
の

強
い
思
い
に
よ
っ
て
活
動
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
年

代
の
方
々
と
い
う
の
は
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
現

地
で
の
戦
争
体
験
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
し
、
戦
後

の
経
済
成
長
の
利
益
を
た
だ
謳
歌
す
る
の
で
は
な

く
て
、
日
本
が
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

―

そ
れ
が
東
南
ア
ジ
ア
の
支
援
に
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
現
在
宮
城
県
宗
務
所
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
小

野
崎
秀
通
さ
ん
は
、
大
学
を
出
た
後
タ
イ
の
お
寺

で
修
行
し
て
い
た
。
タ
イ
の
事
情
も
分
か
っ
て
い

た
の
で
、
吉
岡
老
師
が
難
民
の
状
況
を
視
察
に
行

く
と
き
に
、
小
野
崎
さ
ん
が
道
案
内
役
を
務
め

た
。
そ
の
視
察
の
結
果
を
も
と
に
、
曹
洞
宗
東
南

ア
ジ
ア
難
民
救
済
会
議
が
発
足
し
た
。
支
援
活
動

を
支
え
た
の
が
、
後
のSVA

専
務
理
事
の
有
馬
実

成
師
だ
っ
た
。
そ
の
頃
彼
は
全
曹
青
の
広
報
企
画

部
長
だ
っ
た
。
有
馬
さ
ん
が
仙
台
に
来
ら
れ
、
東

北
曹
青
の
当
時
の
メ
ン
バ
ー
、
宮
城
県
で
は
初
代

東
北
曹
青
会
長
の
皆
傳
寺
天
野
宏
雄
老
師
、
青
森

県
の
三
浦
義
弘
老
師
、
岩
手
県
の
菊
池
裕
光
老
師

を
は
じ
め
と
す
る
方
々
に
声
を
掛
け
、
現
地
へ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
陣
と

し
て
天
野
さ
ん
、
清
水
正
範
さ
ん
、
三
浦
義
弘
さ

ん
が
行
か
れ
た
。

　
現
地
で
の
実
際
の
活
動
で
は
、
と
り
わ
け
清
水

正
範
さ
ん
が
以
前
自
衛
隊
に
勤
め
て
い
た
時
に

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
現
地
で
の
組
織
作

り
や
拠
点
の
運
営
の
仕
方
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
宗
務
庁
の
曹
洞
宗
東
南
ア
ジ
ア
難
民
救

済
会
議
か
ら
活
動
を
引
き
継
い
だ
の
がSVA

で
、

中
心
と
な
っ
た
の
は
ハ
ワ
イ
開
教
師
を
さ
れ
て
い

た
松
永
然
道
さ
ん
と
有
馬
さ
ん
だ
っ
た
。
江
巖
寺

の
我
妻
耕
道
さ
ん
が
理
事
を
さ
れ
、
そ
し
て
和
尚

さ
ん
に
な
る
前
にIT

関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
の

で
、
私
が
監
査
を
引
き
受
け
た
。

　
そ
の
後
昭
和
五
十
八
年
に
私
が
会
長
を
務
め
た

時
、SVA

が
全
国
に
声
を
掛
け
て
、
難
民
に
対
し

て
衣
類
を
集
め
て
送
る
「
難
民
救
済
古
着
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
行
い
、
こ
れ
に
大
々
的
に
取
り
組
ん

だ
の
が
宮
城
県
の
青
年
会
で
、
約
五
万
着
ほ
ど
集

ま
っ
た
。
初
め
は
自
坊
の
本
堂
に
集
ま
っ
た
衣
類

を
入
れ
よ
う
か
と
思
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
お
檀
家

さ
ん
に
パ
チ
ン
コ
屋
を
や
っ
て
い
る
方
が
い
て
、

大
き
な
ホ
ー
ル
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
方
は
戦
時

中
、
中
国
戦
線
で
大
変
な
戦
争
体
験
を
さ
れ
た
方

で
、
戦
後
苦
労
し
て
財
を
成
し
た
方
だ
っ
た
。
そ

の
方
が
大
き
な
パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
を
衣
類
の
保
管

用
に
貸
し
て
下
さ
っ
た
。

　
ま
た
、
集
め
る
だ
け
集
め
て
も
、
そ
れ
を
送
る

た
め
の
お
金
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
で
托
鉢
を
し

て
、
人
々
か
ら
浄
財
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
現
地
の
実
情
を
撮
影
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画

会
や
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
も
行
っ
た
。
宮
曹
青

と
し
て
本
格
的
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
行
っ
た

の
は
、
昭
和58

年
の
、
私
が
会
長
の
時
期
だ
っ

た
。

―

続
い
て
全
曹
青
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
昭

和
五
十
年
に
門
脇
允
元
老
師
が
全
曹
青
の
初
代
会

長
と
し
て
発
足
し
た
初
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
大

衆
教
化
の
接
点
を
求
め
て
」
と
い
う
も
の
で
す

が
、
こ
の
当
時
の
背
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し

た
か
？

　
そ
の
当
時
の
お
寺
の
若
い
人
た
ち
と
い
う
の

は
、
一
般
社
会
と
の
距
離
感
を
感
じ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
当
時
は
問
題
意
識
も
非
常
に
強

か
っ
た
と
思
う
よ
。

―

戦
後
の
日
本
の
経
済
発
展
や
ア
ジ
ア
と
の
格

差
、
冷
戦
や
紛
争
と
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
何
を

す
る
べ
き
か
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
す

ね
。

　
こ
れ
か
ら
は
色
々
な
意
味
で
さ
ら
に
厳
し
い
状

況
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
の
若
い
和
尚
さ
ん
の
中
に
も
様
々
な
経
歴
を

持
っ
て
い
て
、
自
分
の
趣
味
や
特
技
を
生
か
し
た

方
々
が
増
え
て
き
て
い
る
け
れ
ど
、
一
番
気
を
付

け
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
そ
こ
に
「
行
」
が

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
「
行
」
が
な

く
て
「
〜
〜
〜
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」
と
い
う
の
で

は
、
た
だ
の
遊
び
人
だ
。
　

　
難
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
一
日
一
日
の
研
鑽
。

そ
れ
な
く
し
て
仏
法
興
隆
は
あ
り
得
な
い
。
料
理

屋
さ
ん
が
自
分
の
料
理
を
研
鑽
し
な
く
て
他
の
事

を
や
っ
て
も
駄
目
だ
。
最
近
自
転
車
に
乗
っ
て
郊

外
ま
で
走
る
の
だ
け
ど
も
、
曹
洞
宗
の
お
寺
で
乱

れ
て
い
る
の
を
見
る
と
残
念
に
思
う
よ
。
ま
ず
は

自
分
の
山
門
、
自
分
の
玄
関
を
掃
除
す
る
こ
と
だ

と
思
う
。
意
外
と
ほ
か
の
宗
派
は
し
っ
か
り
し
て

い
る
な
。

　
そ
の
地
域
に
お
い
て
お
寺
が
癒
し
の
場
と
な

る
、
心
の
安
ら
ぐ
場
に
な
る
に
は
、
特
別
な
こ
と

す
る
の
で
は
な
く
て
、
と
に
か
く
掃
除
す
る
こ
と

だ
と
思
う
よ
。
庭
造
り
で
有
名
な
枡
野
俊
明
さ
ん

も
、
宗
門
の
教
学
か
ら
見
た
き
ち
っ
と
し
た
視
線

を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
造
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
自
分
の
仏
法
観
と
い
う
の
か
、
そ
れ

が
彼
の
庭
造
り
の
視
点
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
さ
っ

き
の
色
ん
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
も
、
そ
う
い
っ
た
仏

法
観
が
な
け
れ
ば
駄
目
だ
。
そ
う
い
う
人
は
ど
こ

で
も
あ
り
ふ
れ
て
い
る
し
、
感
動
を
呼
ば
な
い
。

　
「
禅
の
集
い
」
や
宮
曹
青
の
活
動
は
、
お
互
い

刺
激
し
合
い
自
己
啓
発
す
る
場
に
な
る
だ
ろ
う

し
、
お
互
い
が
お
互
い
を
励
ま
し
合
う
場
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
み
ん
な
で
遊
ん
で
い
た

の
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
青
年
会
の
活
動
と

い
う
の
は
、
自
分
が
意
識
し
な
く
と
も
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
何
か
学
ん
で
い
る
も
の
。
私
が

青
年
会
に
二
十
代
で
参
加
し
た
時
に
、
門
脇
允
元

さ
ん
と
か
清
水
正
範
さ
ん
と
か
金
田
諦
典
さ
ん
が

い
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
感
化
さ
れ
て
い

た
わ
け
だ
。
霧
の
中
を
歩
け
ば
、
知
ら
ず
知
ら
ず

に
衣
が
濡
れ
て
い
く
よ
う
に
。

―

当
時
の
貴
重
な
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
禅
の
集
い
」
が
県
内
で
広
ま
っ
て
い
く
社
会

背
景
に
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
支
援
と
い
う
苦
し

む
人
々
へ
手
を
差
し
伸
べ
る
活
動
に
も
、
老
師
の

口
か
ら
共
通
し
て
語
ら
れ
た
の
は
「
何
と
か
し
な

け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
で
し
た
。
仲
間
と
し
て
集

ま
っ
た
青
年
宗
侶
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
経
験
や
熱
意
を

持
ち
寄
っ
て
、
そ
れ
を
束
ね
て
会
の
活
動
と
な
っ

て
い
き
、
や
が
て
私
た
ち
の
時
代
ま
で
形
は
変
わ

り
な
が
ら
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
、
そ
ん
な
会
の

在
り
方
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
護
り
伝
え
る
こ
と
」
が
私
た
ち
宮
曹
青
活
動

に
限
る
こ
と
な
く
、
地
域
社
会
に
結
び
つ
い
た
存

在
で
あ
る
お
寺
を
担
う
存
在
と
し
て
、
相
互
に
研

鑽
を
積
む
こ
と
が
出
来
る
の
も
、
共
に
思
い
を

持
っ
て
集
う
仲
間
の
青
年
会
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

な
の
だ
と
、
強
く
実
感
を
い
た
し
ま
し
た
。

第２回
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去
る
七
月
一
日
（
日
）、
仙
台
市
国
分
尼
寺
様
を
会
場
に
「
平
成

三
十
年
度
定
例
総
会
」・「
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
報
告
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
と

切
手
の
収
集
、
古
本
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
な
ど
の
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
販
売
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
写
経
の
販
売
な

ど
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
ご
提
供
頂
い
た
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
枚
数
・
・
一
七
、〇
二
七
枚

◆
交
換
ハ
ガ
キ
売
上
金
　
・
・
・
・
・
・
一
、〇
八
五
、
四
〇
〇
円

◆
古
本
・Ｃ
Ｄ
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
支
援
・
・
・
・
一
四
、
六
〇
一
円

◆
カ
レ
ン
ダ
ー
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
九
〇
〇
、
三
〇
〇
円

◆
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
写
経
事
業
・
・
・
四
四
二
、
二
〇
〇
円

◆
寄
付
金
総
額
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
二
八
、
一
九
六
円

◆
学
校
建
設
事
業

（
対
象
校
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
ト
ゥ
ー
ル
・
ク

ラ
サ
イ
ン
小
学
校
）
一
棟
三
教
室
新
校
舎
・
祠
・
ト
イ
レ
・
貯
水

設
備
の
建
設
、
図
書
・
文
房
具
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
贈
呈

※

サ
ッ
カ
ー
・
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
様
か
ら
も
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
と
文

具
の
ご
支
援
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

〒
九
八
一
　
三
二
二
一
　

仙
台
市
泉
区
根
白
石
字
町
西
上
二
七
　
満
興
寺
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

： 

〇
二
二
　
三
七
六
　
三
九
二
〇（
専
用
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

： 

〇
二
二
　
三
七
九
　
四
九
五
七

Ｅ-m
ail

：info@
santapi.com

宮
曹
青
主
管
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
活
動

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ

               

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

平
成
三
十
年
度
「
定
例
総
会
」
報
告

平
成
二
十
九
年
度
の
ご
報
告

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
切
手
の
送
り
先

支
援
金
の
送
り
先

支
援
金
の
送
り
先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
事
務
局

〒
九
八
一   

三
二
二
一
　
仙
台
市
泉
区
根
白
石
町
東
五

泉
根
白
石
郵
便
局
留
「
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
」
宛

●
皆
様
の
ご
家
庭
に
あ
る
、
漫
画
や
文
庫
本
・CD

・D
VD

・
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
等
の
買
い
取
り
を
『BO

O
KO

FF

（
ブ
ッ
ク
オ
フ
）』

の
宅
本
便
（
無
料
集
荷
）
を
利
用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

依
頼
し
て
ご
提
供
頂
き
ま
す
。

●
ご
提
供
商
品
の
集
荷
を
ご
依
頼
す
る
際
、
商
品
の
買
い
取
り
額

の
入
金
先
口
座
を
当
会
の
口
座
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
当
会
へ

の
寄
付(

支
援)

金
と
な
り
ま
す
。

◎
ご
提
供
下
さ
い
ま
す
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
ブ
ッ
ク
オ

フ
宅
本
便
」
で
検
索
・
ご
依
頼
下
さ
い
。

指
定
口
座 『
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
』

【
記
号
】 

１
８
１
１
０
　【
口
座
番
号
】 

０
５
４
９
０
７
３
１

【
名
義
】 

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
ミ
ヤ
ギ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
イ

郵
便
振
替
口
座

名
　
　
義
　
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

口
座
番
号
　
０
２
２
９
０―

６―

４
８
７
４
４

　
去
る
平
成
三
十
年
六
月
六
日
に
仙
台
市
海
岸
公
園
野
球
場
に
て
「
宮
城
県
曹
洞
宗
宗
務
所
・

宮
曹
青
共
催
　
平
成
三
十
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
梅
雨
入
り
前
に
大
会
を
行
う
こ
と
で
毎
年
懸
念
さ
れ
る
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
ま
た

会
場
も
震
災
後
改
修
・
整
備
さ
れ
た
海
岸
公
園
野
球
場
に
戻
し
、
今
年
も
三
百
十
三
名
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は
二
十
四
チ
ー
ム
、六
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
し
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、そ
の
後
八
チ
ー

ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
結
果
「
ベ
ル
コ
チ
ー
ム
」
の
優
勝
で
大
会
の
幕

が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
接
戦
も
多
く
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
汚
れ
に
選
手
の
ひ
た
む
き
な
プ
レ
ー
の

跡
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
、
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
交
流
事
業
委
員
長
　
八
巻
　
英
成
〉

　
平
成
三
十
年
七
月
四
日
（
水
）
、
仙
台
市
林
香
院
様
を
会
場
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
藤
田

一
照
老
師
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
『
身
心
の
調
う
坐
禅
の
実
修
』
を
演
題
に
第
一
回
研
修

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
正
会
員
、
賛
助
会
員
、
県
内
外
の
御
寺
院
様
合
わ
せ
て
四
十
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
期
の
宮
曹
青
の
研
修
テ
ー
マ
で
あ
る
「
参
禅
弁
道
」
を
、
自
他
の
修
行
と
し
て
総
括

的
に
理
解
す
る
こ
と
、
ま
た
別
の
側
面
で
は
各
個
の
参
禅
指
導
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
を

研
修
の
目
的
と
し
ま
し
た
。
藤
田
老
師
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
実
修
を
重
点
に
置
き

約
四
時
間
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
修
に
先
立
ち
、
「
実
習
（
習
禅
）
」
と
「
実
修
（
坐
禅
）
」
、
の
違
い
と
は
具
体
的

に
ど
う
理
解
す
べ
き
か
、
と
い
う
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
古
武
術
に
お
け

る
身
体
観
を
も
と
に
、
古
来
よ
り
の
体
の
仕
組
み
の
理
解
の
仕
方
を
学
び
、
そ
れ
に
従
っ

て
坐
禅
に
お
け
る
自
身
の
体
の
作
り
方
（
坐
禅
へ
の
準
備
）
を
意
識
す
る
こ
と
を
ご
提
言

い
た
だ
き
ま
し
た
。
老
師
の
非
常
に
具
体
的
で
説
得
力
の
あ
る
内
容
に
、
参
加
者
一
同
深

い
興
味
を
も
っ
て
拝
聴
、
そ
し
て
そ
の
一
端
を
実
際
に
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
藤
田
老
師
ご
自
身
が
普
段
指
導
さ
れ
て
い
る
坐
禅
指
導
を
参
加
者
全
員
で
体
験

し
実
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
前
回
の
講
義
の
復
習
も
兼
ね
て
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
な
が
ら
身
体
の
中
の
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
意
識
的
や
無
意
識
に
関
わ
ら
ず
か
か
る
力
を
除
き
つ
つ
、
最
終
的

に
坐
禅
の
形
に
た
ど
り
着
く
実
修
か
ら
行
い
ま
し
た
。

　
道
元
禅
師
の
「
正
法
眼
蔵
」
の
各
巻
や
「
普
勧
坐
禅
儀
」
、
そ
の
他
の
祖
録
に
示
さ
れ

た
文
言
に
な
ぞ
ら
え
て
い
く
よ
う
に
坐
る
、
そ
し
て
歴
代
の
祖
師
方
が
、
お
そ
ら
く
は
日

常
的
に
勤
め
て
お
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
坐
の
形
に
、
自
身
の
身
心
を
近
づ
け
て
い
く
為
の

様
々
な
工
夫
と
参
究
は
、
と
て
も
具
体
的
で
、
今
後
の
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

　
藤
田
老
師
曰
く
、
も
う
少
し
時
間
を
使
っ
て
最
後
に
「
調
心
」
に
つ
い
て
も
う
少
し
掘

り
下
げ
た
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
老
師
に
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
最
後
ま
で
懇

切
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
ま
た
休
憩
中
や
講
義
後
の
質
疑
に
も
丁
寧
に
ご
対
応
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
参
加
者
一
同
が
改
め
て
坐
禅
に
つ
い
て
、
そ
し
て
そ
の
指

導
に
つ
い
て
の
理
解
と
感
覚
を
再
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
こ
の
た
び
の
研
修
会
開
催
に
あ
た
り
、
様
々
な
形
で
ご
加
担
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆

様
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
報
告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
研
修
委
員
長
　
舘
寺
　
規
弘
〉

曹
洞
宗
宮
城
県
宗
務
所
・
宮
曹
青
共
催

平
成
三
十
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　報
告
書

平
成
三
十
年
度
宮
曹
青
第
一
回
研
修
会
報
告
書

【
講
師
】
前
曹
洞
宗
国
際
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
寺
院
「
磨
塼
寺
」
主
宰

　藤
田
一
照

　老
師

『
二
〇
一
九
年 

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
』並
び
に

『
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
写
経
』製
作・販
売

当
会
オ
リ
ジ
ナ
ル

今
年
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
お
よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育

支
援
写
経
の
販
売
を
い
た
し
ま
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
は
秋
口
よ

り
販
売
開
始
予
定
、
写
経
は
通
年
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

● 

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー

　一
部
　三
〇
〇
円

　
　・
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ

　
　・
カ
ラ
ー
十
六
枚
組

　
　・
ケ
ー
ス
付

● 

カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
写
経

　一
部
　三
〇
〇
円

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
様
子
の
動
画
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
覧
下
さ
い
。

U
RL http://w

w
w

.santapi.com
/
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去
る
七
月
一
日
（
日
）、
仙
台
市
国
分
尼
寺
様
を
会
場
に
「
平
成

三
十
年
度
定
例
総
会
」・「
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
報
告
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
と

切
手
の
収
集
、
古
本
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
な
ど
の
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
販
売
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
写
経
の
販
売
な

ど
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
ご
提
供
頂
い
た
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
枚
数
・
・
一
七
、〇
二
七
枚

◆
交
換
ハ
ガ
キ
売
上
金
　
・
・
・
・
・
・
一
、〇
八
五
、
四
〇
〇
円

◆
古
本
・Ｃ
Ｄ
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
支
援
・
・
・
・
一
四
、
六
〇
一
円

◆
カ
レ
ン
ダ
ー
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
九
〇
〇
、
三
〇
〇
円

◆
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
写
経
事
業
・
・
・
四
四
二
、
二
〇
〇
円

◆
寄
付
金
総
額
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
二
八
、
一
九
六
円

◆
学
校
建
設
事
業

（
対
象
校
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
ト
ゥ
ー
ル
・
ク

ラ
サ
イ
ン
小
学
校
）
一
棟
三
教
室
新
校
舎
・
祠
・
ト
イ
レ
・
貯
水

設
備
の
建
設
、
図
書
・
文
房
具
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
贈
呈

※

サ
ッ
カ
ー
・
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
様
か
ら
も
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
と
文

具
の
ご
支
援
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

〒
九
八
一
　
三
二
二
一
　

仙
台
市
泉
区
根
白
石
字
町
西
上
二
七
　
満
興
寺
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

： 

〇
二
二
　
三
七
六
　
三
九
二
〇（
専
用
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

： 

〇
二
二
　
三
七
九
　
四
九
五
七

Ｅ-m
ail

：info@
santapi.com

宮
曹
青
主
管
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
活
動

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ

               

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

平
成
三
十
年
度
「
定
例
総
会
」
報
告

平
成
二
十
九
年
度
の
ご
報
告

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
切
手
の
送
り
先

支
援
金
の
送
り
先

支
援
金
の
送
り
先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
事
務
局

〒
九
八
一   

三
二
二
一
　
仙
台
市
泉
区
根
白
石
町
東
五

泉
根
白
石
郵
便
局
留
「
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
」
宛

●
皆
様
の
ご
家
庭
に
あ
る
、
漫
画
や
文
庫
本
・CD

・D
VD

・
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
等
の
買
い
取
り
を
『BO

O
KO

FF

（
ブ
ッ
ク
オ
フ
）』

の
宅
本
便
（
無
料
集
荷
）
を
利
用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

依
頼
し
て
ご
提
供
頂
き
ま
す
。

●
ご
提
供
商
品
の
集
荷
を
ご
依
頼
す
る
際
、
商
品
の
買
い
取
り
額

の
入
金
先
口
座
を
当
会
の
口
座
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
当
会
へ

の
寄
付(

支
援)

金
と
な
り
ま
す
。

◎
ご
提
供
下
さ
い
ま
す
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
ブ
ッ
ク
オ

フ
宅
本
便
」
で
検
索
・
ご
依
頼
下
さ
い
。

指
定
口
座 『
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
』

【
記
号
】 

１
８
１
１
０
　【
口
座
番
号
】 

０
５
４
９
０
７
３
１

【
名
義
】 

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
ミ
ヤ
ギ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
イ

郵
便
振
替
口
座

名
　
　
義
　
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

口
座
番
号
　
０
２
２
９
０―

６―

４
８
７
４
４

　
去
る
平
成
三
十
年
六
月
六
日
に
仙
台
市
海
岸
公
園
野
球
場
に
て
「
宮
城
県
曹
洞
宗
宗
務
所
・

宮
曹
青
共
催
　
平
成
三
十
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
梅
雨
入
り
前
に
大
会
を
行
う
こ
と
で
毎
年
懸
念
さ
れ
る
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
ま
た

会
場
も
震
災
後
改
修
・
整
備
さ
れ
た
海
岸
公
園
野
球
場
に
戻
し
、
今
年
も
三
百
十
三
名
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は
二
十
四
チ
ー
ム
、六
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
し
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、そ
の
後
八
チ
ー

ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
結
果
「
ベ
ル
コ
チ
ー
ム
」
の
優
勝
で
大
会
の
幕

が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
接
戦
も
多
く
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
汚
れ
に
選
手
の
ひ
た
む
き
な
プ
レ
ー
の

跡
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
、
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
交
流
事
業
委
員
長
　
八
巻
　
英
成
〉

　
平
成
三
十
年
七
月
四
日
（
水
）
、
仙
台
市
林
香
院
様
を
会
場
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
藤
田

一
照
老
師
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
『
身
心
の
調
う
坐
禅
の
実
修
』
を
演
題
に
第
一
回
研
修

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
正
会
員
、
賛
助
会
員
、
県
内
外
の
御
寺
院
様
合
わ
せ
て
四
十
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
期
の
宮
曹
青
の
研
修
テ
ー
マ
で
あ
る
「
参
禅
弁
道
」
を
、
自
他
の
修
行
と
し
て
総
括

的
に
理
解
す
る
こ
と
、
ま
た
別
の
側
面
で
は
各
個
の
参
禅
指
導
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
を

研
修
の
目
的
と
し
ま
し
た
。
藤
田
老
師
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
実
修
を
重
点
に
置
き

約
四
時
間
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
修
に
先
立
ち
、
「
実
習
（
習
禅
）
」
と
「
実
修
（
坐
禅
）
」
、
の
違
い
と
は
具
体
的

に
ど
う
理
解
す
べ
き
か
、
と
い
う
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
古
武
術
に
お
け

る
身
体
観
を
も
と
に
、
古
来
よ
り
の
体
の
仕
組
み
の
理
解
の
仕
方
を
学
び
、
そ
れ
に
従
っ

て
坐
禅
に
お
け
る
自
身
の
体
の
作
り
方
（
坐
禅
へ
の
準
備
）
を
意
識
す
る
こ
と
を
ご
提
言

い
た
だ
き
ま
し
た
。
老
師
の
非
常
に
具
体
的
で
説
得
力
の
あ
る
内
容
に
、
参
加
者
一
同
深

い
興
味
を
も
っ
て
拝
聴
、
そ
し
て
そ
の
一
端
を
実
際
に
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
藤
田
老
師
ご
自
身
が
普
段
指
導
さ
れ
て
い
る
坐
禅
指
導
を
参
加
者
全
員
で
体
験

し
実
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
前
回
の
講
義
の
復
習
も
兼
ね
て
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
な
が
ら
身
体
の
中
の
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
意
識
的
や
無
意
識
に
関
わ
ら
ず
か
か
る
力
を
除
き
つ
つ
、
最
終
的

に
坐
禅
の
形
に
た
ど
り
着
く
実
修
か
ら
行
い
ま
し
た
。

　
道
元
禅
師
の
「
正
法
眼
蔵
」
の
各
巻
や
「
普
勧
坐
禅
儀
」
、
そ
の
他
の
祖
録
に
示
さ
れ

た
文
言
に
な
ぞ
ら
え
て
い
く
よ
う
に
坐
る
、
そ
し
て
歴
代
の
祖
師
方
が
、
お
そ
ら
く
は
日

常
的
に
勤
め
て
お
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
坐
の
形
に
、
自
身
の
身
心
を
近
づ
け
て
い
く
為
の

様
々
な
工
夫
と
参
究
は
、
と
て
も
具
体
的
で
、
今
後
の
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

　
藤
田
老
師
曰
く
、
も
う
少
し
時
間
を
使
っ
て
最
後
に
「
調
心
」
に
つ
い
て
も
う
少
し
掘

り
下
げ
た
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
老
師
に
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
最
後
ま
で
懇

切
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
ま
た
休
憩
中
や
講
義
後
の
質
疑
に
も
丁
寧
に
ご
対
応
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
参
加
者
一
同
が
改
め
て
坐
禅
に
つ
い
て
、
そ
し
て
そ
の
指

導
に
つ
い
て
の
理
解
と
感
覚
を
再
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
こ
の
た
び
の
研
修
会
開
催
に
あ
た
り
、
様
々
な
形
で
ご
加
担
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆

様
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
報
告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
研
修
委
員
長
　
舘
寺
　
規
弘
〉

曹
洞
宗
宮
城
県
宗
務
所
・
宮
曹
青
共
催

平
成
三
十
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　報
告
書

平
成
三
十
年
度
宮
曹
青
第
一
回
研
修
会
報
告
書

【
講
師
】
前
曹
洞
宗
国
際
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
寺
院
「
磨
塼
寺
」
主
宰

　藤
田
一
照

　老
師

『
二
〇
一
九
年 

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
』並
び
に

『
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
写
経
』製
作・販
売

当
会
オ
リ
ジ
ナ
ル

今
年
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
お
よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育

支
援
写
経
の
販
売
を
い
た
し
ま
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
は
秋
口
よ

り
販
売
開
始
予
定
、
写
経
は
通
年
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

● 

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー

　一
部
　三
〇
〇
円

　
　・
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ

　
　・
カ
ラ
ー
十
六
枚
組

　
　・
ケ
ー
ス
付

● 

カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
写
経

　一
部
　三
〇
〇
円

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
様
子
の
動
画
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
覧
下
さ
い
。

U
RL http://w

w
w

.santapi.com
/



第
二
十
四
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ
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平
成
三
十
年
度
正
会
員
新
入
会
員

平
成
三
十
年
度
正
会
員
卒
業
の
方
々

平
成
三
十
年
度
正
会
員
新
入
会
員

平
成
三
十
年
度
正
会
員
卒
業
の
方
々

・
第
三
教
区

・
第
五
教
区

・
第
六
教
区

・
第
八
教
区

・
第
九
教
区

・
第
十
三
教
区

・
第
十
三
教
区

・
第
十
二
教
区

鳳
壽
寺
住
職

関
泉
寺
副
住

西
円
寺
住
職

西
昌
寺
徒
弟

養
性
寺
副
住

永
巌
寺
住
職

満
福
寺
住
職

観
音
寺
徒
弟

鈴
木

　俊
龍

田
村

　芳
規

石
龍

　英
紀

髙
橋

　大
起

平
地

　博
昭

本
多

　賢
浩

永
松

　賢
道

齋
藤

　卓
也

・
第
二
十
一
教
区

・
第
九
教
区

・
第
十
教
区

長
泉
寺
徒
弟

桃
源
院
副
住

石
雲
寺
徒
弟

眞
山

　隆
寛

奥
野

　健
也

宮
本

　祥
史

平
成
三
十
年
度
定
例
総
会
報
告

カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援

「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
」
復
興
支
援
募
金
活
動

審
議
事
項

　去
る
四
月
二
十
日（
金
）午
後
四
時
よ
り
、ホ
テ
ル
ニュ
ー
水
戸
屋
に
於
い
て

「
平
成
三
十
年
度
定
例
総
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。初
め
に
副
会
長
神
作

紹
道
師
よ
り
開
会
宣
言
、第
二
十
五
期
会
長
谷
川
俊
昭
師
よ
り
挨
拶
が
あ

【
日
時
】
平
成
三
十
年
九
月
十
日(

月)

午
後
一
時
〜
販
売

【
場
所
】
富
谷
市
成
田
一―

一―

一
﹇
富
谷
市
成
田
公
民
館
﹈

　今
年
も
会
員
皆
様
の
ご
参
加
・
物
品
提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

① 

平
成
二
十
九
年
度
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
報
告
並
び
に

　 決
算
報
告

② 

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告

③ 

平
成
二
十
九
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告

④ 

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画（
案
）

⑤ 

平
成
三
十
年
度
予
算（
案
）

事
務
局
だ
よ
り

第１回研修会の様子

 

「
そ
の
日
を
境
に
サ
バ
ト
ラ
は
毎
日
、山
門
を
潜
っ
て
通
っ
て
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
猫
も
私
も
い
わ
ば
敵
同
士
で
し
た
が
、

互
い
に
遠
く
か
ら
様
子
を
伺
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。数
日
後
に

は
す
っ
か
り
懐
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。首
輪
を
つ
け
手
紙
を
携
え
さ

せ
る
と
、何
日
か
し
て
連
絡
が
あ
り
近
所
の
農 

家
の
飼
い
猫
で

あ
る
事
が
判
明
し
ま
し
た
。そ
し
て
両
家
公
認
の
通
い
猫
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。ま
ん
ま
と
そ
の
猫
の
術
中
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た

様
な
気
が
し
ま
し
た
。
　
　続
く
」・・・・
七
十
七
号
掲
載

「
境
内
の
猫
た
ち
」

第
八
教
区 

皆
傳
寺
内

　
　
　天
野

　宏
心

題
名

り
、続
い
て
事
務
局
か
ら
定
足
数
を
満
た
す
計

百
十
四
名（
出
席
者
五
十
名
、委
任
状
六
十
四

通
）に
よ
り
今
総
会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。議
長
に
は
第
三
教
区
鈴
木
俊
龍
師
が
選
出

さ
れ
、議
長
進
行
の
も
と
次
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。終
わ
り
に
副

会
長
清
水
大
伸
師
の
閉
会
宣
言
を
以
っ
て
無
事

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
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◆「譲り伝えん　御仏の道」
　会長　長谷川俊昭
◆平成29年度　事業報告
◆平成29年度　収支決算報告
◆平成３０年度　事業計画
◆平成30年度　予算書
◆50周年企画「歴代会長を訪ねる」
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◆平成３０年度第一回研修会 報告
◆平成30年度ソフトボール大会報告
◆サンタピアップみやぎ活動報告
◆平成３０年度正会員新入会員
◆平成３０年度正会員卒業の方々
◆事務局だより

　七
月
十
九
日
、仙
台
市
内
に
て
募
金
活
動
を
行
い
、多
く
の
方
よ
り
心
温

ま
る
募
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　募
金
総
額
は
二
十
九
万
三
千
百
四
十
五
円
と
な
り
、す
べ
て
日
本
赤
十
字

社
に
お
送
り
致
し
ま
す
。

　西
日
本
の
豪
雨
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、

被
災
地
の
早
期
復
旧
復
興
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。


